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行政常任委員会 

 

令 和 ６ 年 ９ 月 １ ８ 日 （ 水 ）               

午 前 ９ 時 ５ ９ 分 開  会               

 

○仲委員長  それでは、行政常任委員会を開催いたします。 

 先に御報告があります。中村レイ委員から要請のありました国市浜公園野球場の

追加図面につきまして、建設課から資料提出がありましたので、御報告いたします。

資料はＳｉｄｅＢｏｏｋｓ、タブレットの今回の行政常任委員会のファイルフォル

ダーのうち、建設課のフォルダーに入っていますので、また後ほど御確認をくださ

い。 

 以上です。 

 それでは、本日の欠席通告者は、病気のため、村田幸隆委員と中里沙也加委員で

あります。 

 それでは、商工観光課から、令和５年度決算について説明をお願いいたします。 

○濵田商工観光課長  商工観光課です。よろしくお願いします。 

 それでは、議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算書の認定につ

いてのうち、商工観光課に関する決算状況につきまして、決算書を基に、併せて、

主要施策の成果及び実績報告書により説明させていただきます。 

 それでは、決算書の１７８、１７９ページを御覧ください。通知いたします。 

 ５款農林水産事業費、４項水産業費、５目海洋深層水事業費です。予算現額１,

５１５万６,０００円に対し、支出済額は１,３８４万２,３０２円で、不用額は１

３１万３,６９８円となっております。この経費は、尾鷲市海洋深層水総合交流施

設・分水施設であるアクアステーションに係る経費であります。支出済額の主なも

のといたしましては、１０節需用費で、支出済額５６２万１,５０９円であり、維

持管理等に係る消耗品費として１５８万３,９９４円、光熱水費として３６５万５,

１５１円で、その内訳として、電気代３５１万７,２００円、水道代１３万７,９５

１円であります。不用額につきましては、光熱水費等が当初の見込みを下回ったこ

とによるものであります。 

 １２節委託料で、支出済額６９１万４,８４０円であり、主なものといたしまし

ては、取水した海洋深層水に係る水質検査委託料１７６万円、海洋深層水分水に係

る海洋深層水施設機器保守点検業務委託料４６２万円であります。 
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 それでは、海洋深層水事業の具体的な内容につきまして、主要施策の成果及び実

績報告書により担当係長より説明いたさせます。 

○川崎商工観光課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書７９ページを

御覧ください。通知いたします。 

 海洋深層水事業は、尾鷲海底谷より深層水を取水しており、三大特性を活用し水

産業の振興を進めるとともに、その他利用の事業者等の開拓を行い、地域経済の活

性化を図ることを目的としております。 

 令和５年度の主な事業内容でございますが、利活用促進といたしまして、毎月、

イベントを行い、市内外からたくさんの皆様に御来場いただき利用者の増加につな

げるとともに、メディアに取り上げていただく機会が増え、認知度を上げることが

できました。また、令和４年度から開始した通信販売事業も引き続き実施し、クレ

ジット対応など、より利用していただきやすい工夫を行いました。さらに、情報発

信を積極的に行い、ホームページやＳＮＳでイベントの周知、ライブ配信等を行い、

それだけではなく、海洋深層水の利用に関する情報や商品、事業者の紹介も行いま

した。さらに、取水施設であるアクアステーションに関しましては、修繕など、適

正な運営管理を行い、安定して海洋深層水を分水することができました。 

 全体事業費といたしましては１,３８４万２,０００円、財源内訳は、その他特定

財源３１０万１,０００円、一般財源は１,０７４万１,０００円で、その他特定財

源は、深層水の使用料２７８万７,０００円となっております。 

 説明は以上です。 

○濵田商工観光課長  それでは、決算書の１８０、１８１ページへお戻りくださ

い。通知いたします。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工総務費につきましては、全て人件費でござい

ますので、説明を割愛させていただきます。 

 ２目商工振興費です。予算現額１億２,４６８万６,０００円に対し、支出済額は

９,３７５万２,１１９円で、不用額は３,０９３万３,８８１円となっております。

支出済額の主なものといたしましては、１２節委託料で、支出済額８,１７５万８,

０００円であり、商品券発行事業業務委託料であります。本事業は、国の新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、新型コロナウイルス感染症の

影響を受けた市内経済の活性化を促すことを目的に実施いたしましたプレミアム付

商品券発行に係る業務委託料であります。不用額３,０２８万円につきましては、

商品券の未販売額及び未換金額が生じたことによるものであります。 
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 １８節負担金、補助及び交付金で、支出済額１,０４０万４０７円となっており

ます。主なものといたしましては、尾鷲市地域経済活性化協議会に対する負担金３

５７万９,０００円など、各種関係団体への負担金及び尾鷲商工会議所及び中小企

業相談所補助金３６０万円、尾鷲よいとこスタンプ会事業補助金１１４万７,５０

０円など、各種事業補助金であります。なお、不用額３１万８,５９３円につきま

しては、尾鷲よいとこスタンプ会事業補助金等が見込みを下回ったことによるもの

であります。 

 ２目商工振興費には商工振興事業と産業開発促進事業の２事業が含まれておりま

すので、具体的な内容につきましては、主要施策の成果及び実績報告書により担当

係長より説明いたさせます。 

○川崎商工観光課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書８０ページを

御覧ください。通知いたします。 

 商工振興事業につきましては、尾鷲商工会議所などと連携し企業経営の強化支援

や経営支援などを行い、地域経済の活性化を図ることを目的としております。事業

としては、保証料補給金や利子補給金の交付、セーフティーネットの認証作業を進

めるなど、地域企業の安定的な経営への支援を実施するとともに、プレミアム率３

０％の尾鷲市プレミアム付商品券事業、また、事業者等への支援として、尾鷲よい

とこスタンプ会補助金などを交付いたしました。 

 事業成果といたしましては、これらの事業の実施により、コロナ禍に柔軟に対応

した事業を実施することで、事業者の経営安定や企業経営支援を実施することがで

きました。 

 全体事業費といたしましては８,８６５万円、財源内訳は、国庫支出金７,９４８

万６,０００円、県支出金２万５,０００円、その他特定財源４３８万２,０００円、

一般財源４７５万７,０００円でございます。国庫支出金は、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金、県支出金は、南部地域活性化基金事業費補助金、

その他特定財源は、あすなろ工房使用料、ふるさと応援基金繰入金でございます。 

 次に、産業開発促進事業を説明します。 

 次のページ、８１ページを御覧ください。 

 産業開発促進事業は、市内事業者の皆さんや関係団体と連携して、市内事業者の

販路開拓を支援することで業界の発展や地域産品の情報発信に努めるとともに、消

費者へのＰＲやマーケティング調査を実施し、地域経済の活性化を図ることを目的

に事業を推進しております。令和４年度に発足した、本市、尾鷲商工会議所、紀北



－４－ 

信用金庫、尾鷲公共職業安定所、株式会社三重ティエルオーの産・官・学・金・労

で組織する尾鷲市地域経済活性化協議会により、地域事業者伴走型支援事業や市内

企業情報の市内外へのプロモーションや動画、ウェブ広告による情報発信を行い、

スーパーマーケット・トレードショーなど、全国規模の商談イベントに出展するこ

とで県外への販路開拓を行うなど、販路拡大に向けた事業を進めてまいりました。

また、事業者が行うＥＣサイトの立ち上げや販促物作成などの販路開拓事業に対し

補助金の支援を行いました。 

 全体事業費といたしましては国庫支出金２２７万８,０００円、一般財源２８２

万４,０００円で、国庫支出金は、デジタル田園都市国家構想交付金２２７万８,０

００円です。 

 全体事業費といたしましては５１０万２,０００円です。 

 説明は以上です。 

○濵田商工観光課長  それでは、決算書の１８２、１８３ページにお戻りくださ

い。通知いたします。 

 次に、３目観光費です。予算現額６,８３２万１,０００円に対し、支出済額は６,

４０２万９,９３３円で、不用額は４２９万１,０６７円です。 

 決算書の次のページ、１８４、１８５ページを御覧ください。 

 支出済額の主なものといたしましては、１０節需用費で、支出済額１,８０３万

８,２６３円であり、主に観光トイレなどの光熱水費１５９万８,６９２円、夢古道

の湯関連修繕や観光トイレの修繕料など１,５５６万６,３９７円であります。 

 １１節役務費は、支出済額６１２万７,７０４円で、主に観光トイレの浄化槽保

守点検等手数料３３１万７,９００円、玄工山桜剪定手数料１１０万５,５００円で

す。 

 １２節委託料は、支出済額１,５９４万２,６５５円で、主におわせ海・山ツーデ

ーウォーク開催に係るウォーキング大会運営委託料１８５万円、夢古道おわせ指定

管理料９２８万６,０００円、８月４日から１７日までの１４日間、三木里海水浴

場開設に伴う関連経費として、三木里海水浴場連絡員業務委託料４９万５,０００

円、三木里海水浴場駐車場管理業務委託料１０３万２,９００円など、合計１６１

万５,９００円であります。なお、不用額２４３万８,３４５円につきましては、三

木里海水浴場について、当初予定した期間より開設期間が短くなったことによるも

のであります。 

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額２,３５２万７,６４７円で、主なも
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のは、東紀州地域振興公社負担金（観光ＤＭＯ事業分）２６３万円、尾鷲観光物産

協会補助金１,０６４万６,０００円、尾鷲節コンクール補助金２５９万４,５８９

円、おわせ港まつり補助金２５０万円であります。なお、不用額４２万３,３５３

につきましては、主に集客交流事業推進補助金が不要になったためであります。 

 ３目観光費には、観光振興事業、熊野古道活用事業及び観光施設管理整備事業の

３事業が含まれておりますので、具体的な内容につきましては、主要施策の成果及

び実績報告書により担当係長より説明いたさせます。 

○山口商工観光課係長  主要施策の成果及び実績報告書８２ページを御覧くださ

い。通知いたします。 

 それでは、観光費に係る観光振興事業、熊野古道活用事業、観光施設管理整備事

業の三つにつきまして、主要施策の成果及び実績報告書により説明させていただき

ます。 

 観光振興事業につきましては、地域資源を活用しながら、観光施設や町なかでの

交流人口の増加と地域経済の活性化を図ることを目的に、関係団体と連携して事業

を推進しております。 

 事業内容といたしましては、三重県観光連盟など関係団体へ負担金を支出すると

ともに、尾鷲観光物産協会などの団体や尾鷲磯釣大会などのイベントへ補助金を交

付しております。 

 事業成果といたしましては、各種イベントの開催により、おわせ港まつりにつき

ましては来場者が５万人、尾鷲節コンクールにつきましては７７人の参加者となり、

１,６００人の観客にお越しいただきました。 

 事業費は２,１８４万８,０００円でございます。 

 財源内訳は、国庫支出金５０万円、県支出金５０万円、その他特定財源５０９万

５,０００円、一般財源１,５７５万３,０００円でございます。 

 次に、熊野古道活用事業について御説明いたします。 

 次のページ、８３ページを御覧ください。 

 熊野古道活用事業につきましては、世界遺産熊野古道に関わる資源を活用し、ウ

ォーキング大会の開催やおわせふるさとガイドの活動支援などを行い、古道客の町

なかでの滞留による交流人口の増加と、それに伴う地域経済の活性化を図ることを

目的としております。 

 事業内容といたしましては、おわせ海・山ツーデーウォークの開催や、熊野古道

客をはじめとする来訪者に観光案内等を行うおわせふるさとガイドの活動支援でご
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ざいます。 

 事業成果といたしましては、１１月１８日、１９日におわせ海・山ツーデーウォ

ークを開催し、大会２日目はあいにくの雨となりましたが、北海道から沖縄まで２

７道府県から２日間で延べ４７１人の参加がありました。おわせふるさとガイドの

会による土日祝日のガイドで、古道客や来訪者の滞在時間の拡大や満足度の向上を

図りました。また、おわせ港まつりでの観光案内やおわせ海・山ツーデーウォーク

での定点ガイドを実施しました。 

 事業費は２２３万１,０００円でございます。 

 財源内訳は、その他特税財源として、ふるさと応援基金繰入金となっております。 

 続きまして、観光施設管理整備事業について御説明いたします。 

 次のページ、８４ページを御覧ください。 

 観光施設管理整備事業につきましては、来訪者の方々に憩いの場を提供するため、

観光受入施設の充実を図ることで、観光施設や町なかでの滞留による交流人口の増

加と地域経済の活性化を図ることを目的としております。 

 事業内容といたしましては、夢古道の湯各所設備機器部品取替等修繕や指定管理

者制度による適正な管理運営、市内観光トイレや公園等の維持管理を行っておりま

す。 

 事業成果といたしましては、夢古道おわせについて、企業版ふるさと納税を活用

しサウナ室等の修繕を行いました。夢古道の湯の入浴者につきましては５万９,０

１４人となっており、コロナ前の７７％ほどとなっております。 

 事業費は３,９９５万円でございます。 

 財源内訳は、県支出金として、近畿自然歩道維持管理委託金７８万１,０００円

と県単漁港環境整備事業委託金２０万円、南部地域活性化基金事業補助金２４万９,

０００円、その他特定財源として、ふるさと応援基金繰入金１,０００万円、企業

版ふるさと納税地方創生基金繰入金４１０万６,０００円、まちかどＨＯＴセンタ

ー電気使用料金２１万２,０００円等で、一般財源２,４４０万２,０００円でござ

います。 

 説明は以上でございます。 

○濵田商工観光課長  以上で商工観光課に関する決算の説明とさせていただきま

す。よろしく御審議いただき、御承認賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○仲委員長  商工観光課の決算の説明は以上でございます。 

 質疑ございますか。 
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○西川委員  この主要施策の成果の７９ページなんですけど、このアクアステー

ション、各イベント、結構やっていますよね。それ、ＳＮＳでしょっちゅう入って

くるんですけど、このイベントを行うことによって、尾鷲市に利益とかあるんです

か。それとも、逆に、持ち出しなんですか。 

○川崎商工観光課係長  すみません、イベントを行うことで、多くの市民の方、

市内外からお客さん、来ていただいて、来たことがなかったという人、深層水のこ

とを知らなかったという方もたくさん来ていただいて、なるべく支出というか、材

料というのは深層水を使うようにして行っていますので、効果的に行うつもりで行

っています。 

○西川委員  いや、僕が聞いておるのは、イベントを行うので周知させるのはい

いんですよ。それによって、一つのイベントで職員とかが駆り出されますよね。そ

ういう人件費とかを見たときに、やるとマイナスになるのかプラスになるのかって

聞いてるんです。 

○濵田商工観光課長  費用で見れば、マイナスであると考えております。 

○西川委員  マイナスの赤字のところに、またマイナスを突っ込むんですか。そ

れで、これ、一般質問でも言うたんですけど、もう市長は、はっきり答えませんで

した、もうやめてしまえと言ったことに対して。残り、じゃあ、その返さなければ

ならない補助金って、一体幾らあるんですか。 

○濵田商工観光課長  少しお待ちください。 

○仲委員長  資料を持っておる。 

○濵田商工観光課長  持っています。 

○仲委員長  それなら待つよ。三十数億やないかい。 

○濵田商工観光課長  今、加算金とか考えずに、おおよその定率、旧の定率法で

計算した場合は、約１０億円程度残っているものと思われます。 

○西川委員  年一千二、三百万の赤字でしたよね。１０年、逆に、先に払ってお

くつもりでしたら、やめることはできんのですか。市長は莫大なお金がかかるって

言うておったけど、そんなんにこそ、それ以降は、もう払わんでええわけですよね、

やめてしまえば。そこはちょっと解せんかなと思って。とうとう最後まで借金をし

ながら払い、赤字経営をやっていくのか、それとも見切りをつけるのか。市長はや

っていくって言っていましたけど、商工観光の課長としては、どう思いますか。 

○濵田商工観光課長  現状といたしましては、先ほど１０億円という数字を言わ

せていただきました。私も今回、委員の御質問もあったので、国のほうにも、加算
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金の問題とか、例えば、やめた場合の対応とかというのをお話しさせていただきま

したけれども、現状、やめることは現時点では厳しいかなというふうに判断してお

ります。実際、撤去費用もかかりまして、別に違うものに活用できるというもので

もございません。建物そのものはできたとしても、その他の施設は確実に撤去しな

いと駄目ですので必ず加算金も加算させてくると思うので、いかに今のものを活用

して、より利用者を増やすことが必要かなと考えております。 

○西川委員  それ、利用者、増えますか。もういいです、最後にしますけど、こ

れ、負の遺産ですよね。もっと利用者を増やすんだったら、熱帯魚を飼っている人

が水買うてくれましたって、その程度じゃ追っつきませんよ。もっと違う方向性か

ら見て、小川委員さんのところで、しっかり、水、買ってもらってください。 

○濵田商工観光課長  今後も情報発信やイベントも含めて。いろいろと目に見え

ない部分で深層水を使っている事業所さんも全国には増えておるのも事実ですので、

確かに、おっしゃるように経費的にはマイナスにはなっておりますけれども、今後

もしっかり努力させていただきます。よろしくお願いします。 

○小川委員  ちょっと関連して。西川さんの意見に反論するんじゃないんですけ

ど、今、人口減少が進んでいますよね。この間、一般質問でもさせていただいたん

ですけど、インナープロモーションということに関して、尾鷲を好きになっていた

だく、そういうイベントをやるためにも大事なんじゃないかという、私はそういう

気がします。そういう施設もないですから。 

 そして、また、あの水、海洋深層水あるおかげで、日本国中、魚を運べるように

なりました。それらもプラスに、経済的にはプラスじゃないかなと私は思っており

ます。 

○仲委員長  答弁よろしいですか。 

○濵田商工観光課長  ありがとうございます。 

○仲委員長  副委員長、ちょっと関連で。 

○濵中副委員長  関連で。アクアのイベントに関しては、確かに経費の部分とい

うのはあるのかなと思いますけれども、毎回行かせてもらうと、まず、古江の人た

ちの反応がええように感じておるんですね。今まで人があまり出入りしなかった町

に、町を知ってもらうという。役所の仕事って、経費をかけて売上げを上げるので

はなくて、地域をどれだけ盛り上げるかも一つの役目かというふうに思うので、出

演してくれる人たち、イベントに対して、ボランティアですよね。逆に聞くと、発

表の場をいただいておるというて喜んでいただいているようなことも聞くんですけ
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れども、地域の反応なんかを、アンケートとまでは言いませんけれども、どういっ

たふうに受け止めているのかと、あと、その集客、年間通して、１回どれぐらい人

が来ておるのか、あと、市外県外その割合とか、ある程度つかんでいるようでした

ら教えていただけますか。 

○川崎商工観光課係長  すみません、地域の反応というのは、直接、その統計と

いうかアンケートを取ったのが年度の初めぐらい、イベント始めてすぐぐらいだっ

たので、おおむね好評だったんです。また１年たって、またもう一度取りたいと思

いますので、すみません。 

 入り込み客ですよね。２００人から８００人ぐらい、イベントのこの時期によっ

て違って、平均で３６５人、毎月、来ていただいているようです。ほとんどリピー

ターが多いというのが特徴かなと思いまして、毎月毎月一緒の方、来ていただける

ということで、満足いただいているのかなと思います。 

 割合なんですけれども、ちょっと直近のものしかないんですけれども、市内で８

４％、市外からも１５％の方が来ていただいています。これ、ちょっとイベントに

よっていろいろ違うんだとは思うんですけれども、数字的にはそういった形ですね。

すみません。 

○濵中副委員長  平均３００人超えるということは、町内の人口を超えるぐらい

のものがあるのかなというふうに思います。なので、次の課題は、この来てくれる

人たちが、いかに深層水を使っていただく工夫が要るのかなというような気がして

おりますので。 

 あと、子供連れの方はすごく多いですよね。子供が喜ぶイベントが打てる場所な

のかなというのはイメージできるので、子供を寄せるということは、それに伴って、

大人、必ず来ますので、これからイベントの工夫も含めて、まだ続けていただける

んですよね。 

○濵田商工観光課長  イベントにつきましては、ぜひ本当に出たいと、イベント

に出させてほしいというネットワークが広がっておりますので、ぜひ。それで、地

域の方も非常に喜んでいただいておりますし、今後も継続して実施していきたいと

思っております。 

○西川委員  今、聞いてびっくりしたんですけど、イベントの方は、ボランティ

アなんですか、イベントの方は。職員は。 

○濵田商工観光課長  職員は、人件費、出ております。ただ、人件費ばっかりか

け……。人件費というか代休とかになるんですけれども、そういう方法じゃなくて、
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例えば、その出る土曜日だったら、土曜日出た日を勤務日にして振替で別の日を休

ませるようには、今、係のほうには指示出しましたので、そうじゃないと、西川委

員おっしゃるように、人件費だけの分のあれが出てしまいますので、そこは振替対

応にするようにというような指示を出しております。 

○仲委員長  よろしいですか。 

○中村（レ）委員  これについての市債のその……。 

 これ、まず、いつ、深層水事業が始まったのは何年ですか。 

○濵田商工観光課長  平成１８年度です。 

○中村（レ）委員  これ、返済までに何年ですか。 

○濵田商工観光課長  少しお待ちください。 

○中村（レ）委員  それと、起債額……。 

○濵田商工観光課長  市債につきましては、令和１６年度までとなっております。

それは補助金でございます、市債です。あくまで地方債、借入れ。 

○仲委員長  総額の借入れは入っているはずだけど、ない、書いていない。書い

ていない……。 

○濵田商工観光課長  ８億１３０万円です。 

○中村（レ）委員  それは、起債の総額が８億ですか。起債が８億で、１０億残

っているというのは、どういうことですか。 

○仲委員長  いや、一部。前の１０億というのは補助金の話やもんで。 

○濵田商工観光課長  先ほど冒頭で説明させていただいたのは補助金。もし今、

施設をやめて施設をなくならした場合に補助金の返還額の話です。補助金の部分と、

その一方で財源には地方債というのがありますので、地方債は毎年徐々に返してい

るんですけれども、補助金は補助金で施設が終わるまできちんと使い切れば返還の

義務はなくなるんですけれども、途中でやめてしまった場合は補助金の返還という

のが生じますので、そうした場合に計算すると、およそ１０億円プラス加算金とい

うのが生じるものと思われております。 

○中村（レ）委員  これの耐用年数というのか、その１０億払わなくてもよくな

る年数というのは、これは何年間のその営業補償なんですか。 

○濵田商工観光課長  補助金につきましては、それぞれの施設の償還の年数によ

ってきますので、５０年であったり、３８年であったり。 

○中村（レ）委員  ５０年。 

○濵田商工観光課長  施設を建てたときの耐用年数によって。 
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○中村（レ）委員  それを聞いているんです。そうやから、深層水の配管は５０

年ですか。そやから、５０年間、やめたら１０億払わなあかんということなんです

か。これ、令和１６年で市債の返済が終わった後も、やめたら１０億払わんなん、

ずっとずっと５０年間いつやめても、１０億払わなあかんということですか。それ

を聞いているんですけど。 

○濵田商工観光課長  補助金の場合は、そのやめるときに国なり県に協議をして、

そこのそれぞれの施設に応じた定率法なりで計算をした中で金額が出てきますので、

そのときに分かると思います。 

○中村（レ）委員  何年ですか。最長で何年間この施設をそういうくくりが掛か

っている施設ですか、最長の部分で。 

○濵田商工観光課長  ５０年です。 

○中村（レ）委員  それは、どの部分ですか、５０年。 

○濵田商工観光課長  取水施設の部分です。 

○中村（レ）委員  取水施設ということは、あれ、深層水じゃなくて中層水やと

思うんですけれども、配管の部分が５０年たつまでのメンテナンスですよね。腐食、

それから、この前みたいに船が引っかけたとかいろいろなところの、それを勘案し

て、５０年間、途中でやめて、１０億払わなあかんというこれを、ずっと今から…

…。 

 もう、これ、ごめん、平成１８年って、二千何年ですか。 

○仲委員長  ４０年か、１６年。 

○中村（レ）委員  何年、西暦で。 

○濵田商工観光課長  ２００６年。 

○中村（レ）委員  ２００６年。今、２０２４年。 

○仲委員長  そう。 

○中村（レ）委員  まだあと３０年。まだあと３０年間、これ、ずっと、その義

務を負い続けるということですよね。ということは、あと２０年で尾鷲の人口が７,

０００人ぐらいになって、その次、いうたら、もう人口なくなるまで、ずっと、こ

れ、未来永劫、負い続けやなあかんいうことですよね。 

○濵田商工観光課長  今、私がお示しさせていただいた額というのは、多分、３

年ぐらい前にも議会のほうで説明させていただいた数字で、今の年代に戻って説明

させていたのが１０億円という数字なんですね。その数字というのはあくまで概算

ですので、本当にやめるって言ったときに、国県と協議をして金額をはじかないと
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本当の数字が出ない。その中で、今、概算で、どうしても数字、今、どのぐらい補

助金の返還が残っていますかという話の中で出させた概算数字が１０億円ですので、

それだけは御理解ください。あくまで概算の簡易的に我々が計算した数字ですので、

本当に、実際幾ら返さなあかんかは、やめることを前提として国県と協議をして初

めて額が分かるということになることを御了解ください。 

○中村（レ）委員  そんなアバウトな話は全然理解できないんですけれども、ま

ず、これ、令和１６年までに、毎年どれだけの市債を返していますか。 

○濵田商工観光課長  市債ではなくて、市債というのは地方債ですので、地方債

は、借りたお金を毎年返させていただいております。これは、先ほども説明させて、

令和１６年までで地方債は終わります。これは地方債の話です、借金の話です。 

○中村（レ）委員  いや、その額が幾らですか。 

○仲委員長  償還額、毎年の。あるか、データ。償還表なければ、後で、また、

係長、ちょっと探したって。償還表ないと発言できませんもので。 

 続いて、中村レイ委員、どうぞ。 

○中村（レ）委員  これに関しては、それでいいです。 

○仲委員長  もういいですか。 

○小川委員  実績報告書の８１ページ、販路拡大、努力されているようですけど、

最近、あれですかね、東京シーフードショーとかそういうブースを出展するという

事業者、出てきていないですか。 

○川崎商工観光課係長  シーフードショーに関しては、私ども、まだ聞いており

ません。スーパーマーケット・トレードショーには出ているんですけれども。 

○小川委員  いや、あのシーフードショー行きますと、全国の水産物の特産品と

か結構出ていますよね。これ、先進事例とか結構出ていまして、それで、私も関連

して、１回、垂下式のアサリ、それで実験していましたよね。あれ、出したときに

大手のみそ汁の会社から契約したいというような話もありましたので、材料がなか

ってお断りしたんですけど、結構、シーフードショーというのは全国の事例も見ら

れますし、だから、進めたほうがいいんじゃないかと思うんですけど。 

 それで、またこれ、シーフードショー出すときに、ブースの助成金なり、まだつ

きますか。 

○川崎商工観光課係長  現行の制度ではないんですけれども、またちょっと調べ

て検討したいと思います。 

○小川委員  これまで何回か尾鷲の事業所さん、シーフードショー、出展してい
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ましたよね、紀北町とか。そのとき、ブース借りるときの補助金か助成金、あった

ように思うんですけど、今、ないんですか。 

○川崎商工観光課係長  販路拡大補助金がまさにブースの助成ができたんですけ

れども、今回、補助金が変わってしまいまして、そういう、そういった旅費であっ

たりブース出展料ができなくなってＤＸ特化になってしまいましたので、今のとこ

ろはないので、検討したいと思います。 

○小川委員  このシーフードショー、東京だけじゃなしに大阪でもやっています

ので、できたら近いので、１回調べて進めたほうがいいんじゃないかと思うんです

けど、販路拡大、必ずできると思います。 

○仲委員長  よろしいですか。 

○川崎商工観光課係長  ありがとうございます。 

○中村（レ）委員  すみません。もうええって言うたけど、もう一個、聞き忘れ

ていて。 

 深層水、尾鷲名水のところで使うって言って、結局、管が駄目になったって全く

使われていないんですけれども、あの件について、もともと尾鷲名水というのは、

深層水を売るために尾鷲市がその企業誘致した施設やと思うんですけれども、全く

水しか売っていないって、あの水についても、尾鷲市は全く水料金取らず、地区に

も入ってこないんですけれども、深層水を売ってもらわな、尾鷲市としてはペイで

きないですよね。それについての努力は、どうされましたか。 

○濵田商工観光課長  我々も会社に赴き、その旨はお伝えさせていただいており

ます。ただ、現実、ライフドリンクカンパニーさんの御意見としては、やはり今の

壊れた施設を整備して海洋深層水を使う部分はなかなか厳しいと、それは事業採算

性的に厳しいという御意見をいただいております。 

 ただ、かといって、じゃあ、そのままほっておくかじゃなくて、今、工場も雇用

５０人にしたりとか、今後もやっぱり拡大をしていきたいということは先日も言わ

れていましたので、そういう部分では地域貢献については今後も引き続きやらせて

いただきたいというお言葉はいただいております。 

○中村（レ）委員  いやいや、もともと深層水で、真水、ただの真水をどれだけ

売って、５０人していただいても、この事業について、あの深層水の土地売った方

も、全員そういうふうにして、これは深層水を売ってくれるからということで、水

であれだけ大きくなるって、ペットボトルを洗うだけの水やという説明を受けたら

しいんですよ、地区住民は。ところが、今、水だけの販売をされているんですけれ
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ども。ちゃんと深層水を売ってもらって何ぼやと思いますので、あの当初に、そう

いう契約がなかったいうこと自体が、もう絶対、全然不備やと思うんですけれども、

ちゃんとその深層水を売って、この売上げを上げていくという努力は、もうぜひし

ていただきたいと思います。 

○濵田商工観光課長  その点につきましては、引き続き取組をさせていただきま

す。 

 ただ、尾鷲市としても海洋深層水を使ってほしいということは強く要望するもの

の、やっぱり企業としては企業採算性という部分があるというのは言われてしまい

ますので、その辺を踏まえて、尾鷲にとって何がメリットかで動く必要性があるん

じゃないかなと思っております。 

○仲委員長  先ほどの中村レイ委員の償還の話は。 

○濵田商工観光課長  すみません、海洋深層水関連の令和６年度以降、地方債償

還額の償還額計、残りは６,０９８万５,１４９円となっております。 

○仲委員長  中村委員、それでいいですか。 

○中村（レ）委員  残りですか。毎年幾ら。 

○濵田商工観光課長  残額です。 

○中村（レ）委員  残高……。 

○濵田商工観光課長  海洋深層水の償還は、令和６年度で、元金、利子入れて１,

５３６万９,６６７円です、令和６年度で。令和７年度は１,１９６万８,０４２円

となっておりますので、令和１５年度末まで、１５年度までとすると、合計といた

しまして６,０９８万５,１４９円が地方債の残り額となっております。 

○仲委員長  いいですか。 

○中村（レ）委員  分かりました。 

○南委員  すみません、関連して今の海洋深層水なんですけれども、この平成１

８年から事業始まったことなので、今の議会では、村田委員さんと、この審査審議

の中へ唯一入っている議員ということで、ある程度の一定の責任は感じておる中な

んですけれども、当時のことをお話しさせてもらいますと、一つが、今、中村レイ

さんが言われたように、海洋深層水事業を行うという一つの大きな目的は、海洋深

層水の清浄された水を売るというのが、このもう一つの大きな目的で、それがない

ことには三重県のほうもインキュベーションマネーも協力していないし国の補助も

取れないですよという前提で始まった事業なんですわ。それが、この今、ライフド

リンクカンパニーですか、が機械が壊れて多額のお金が要るということで伏流水の
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水を売っておるわけなんですけれども、その引く送水費用でも６億円かかっていま

す。ただ、その契約の中で背任行為についてのあれが、契約がなかったばっかしに、

今、このような状況でライブドリンクカンパニーのほうが伏流水だけの生産をされ

ておるんですけれども。 

 しかし、一方では、四十数名の地元の方を雇用されているということも大きなメ

リットがあるというのも現実ですし、当時、誘致する前、雇用もそうなんですけれ

ども、モクモクフェスタって、古江の小学校でやっておるモクモクさんが、当時、

この海洋深層水のあれで塩を製塩するということで、北勢の方をかなり古江へ送り

込む、交流人口を増やすというような、もう一つの大きなそういった目的もあった

のが事実で、この事業を始めたのが事実なんですけれども、いかんせん、いろんな

事故があったり、海洋送水の事故があって裁判沙汰になったり、今のこのＬＤビバ

レッジさんが海洋深層水つくるのを断念したりとか言うて、そういったマイナスの

ことが多いんですけれども。 

 私自身も、手前みその話になるんですけれども、高知県にあったすじ青ノリの研

究施設を尾鷲の古江のほうへ誘致して実験をしていただいたことがあるんですけれ

ども、いかんせん、いろんな土地利用の問題で成就できなかったというのが一つの

反省なんですけれども。 

 やはり今、いろんなイベントで課の方が努力されて交流人口が増えているのは事

実なんやけれども、やはり原点に戻って、もっと海洋深層水を活用した……。以前

何か多段式のすじ青ノリ、ハバノリを作ったり、アワビを作ったりして、末まで落

として、多段式といった事業がやっていましたよね。できる限り、もうイベントは

当然大事なことなんですけれども、元の海洋深層水をもっともっと売り出して研究

を図っていったら、まだ僕は可能性があると思うんですよね。そういったことは、

全国の事例もそうなんですけれども、我々も結構努力をしているつもりの１人です

ので、やっぱり一丸となって、もっと負の遺産にならないように、みんなでやっぱ

りこれは頑張っていかなあかんと思うんやけれども、新たな、課長、あれ、考えて

いないんですか、海洋深層水の利用というのは、イベントだけじゃなしに。 

○濵田商工観光課長  説明がイベント中心になってしまいましたが、実は、企業

訪問も結構やっております。いろんな企業の集まり会とかも参加して、商談会も参

加させていただいて、売り込みであったりとか、用地の近隣用地の活用をお願いし

ていることも事実です。また、万博関連で出せないかというのもずっと交渉させて

いただいたのも事実で、そういう企業誘致、事業誘致の努力は、なかなかお示しす
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ることはできませんけど続けておりますので、何とか、よりやっぱりメインが海洋

深層水を外に売り込むためのものですので、それを、財産、資源をしっかり生かし

て今後も取組を進めていきたいと思います。 

○南委員  ぜひとも、長野県のほうから海洋深層水を何か水が大量に買っていた

だいている企業があるということ、そこら辺、ちょっと説明できます。 

○濵田商工観光課長  健康食品の明王物産さんとかが御利用いただいています。 

 ただ…。 

（「もっと具体的に。かなりの数になるんでしょう、販売が」と呼ぶ者あり） 

○川崎商工観光課係長  すみません、昨年度の後半から買っていただいています

ので、全体で幾らぐらいになるというのは今のところは分からないんですけれども、

カルマグ水を中心に結構買ってもらっています。すみません、数字はちょっとない

んですけれども。すみません。 

○仲委員長  いいですか。 

○岩澤委員  すみません、海洋深層水については、もう今、南委員がほぼ言って

くれたのでちょっと別のことになるんですけれども、販路拡大の補助金だったりい

ろんな補助金を見ていると、現在尾鷲にある既存の事業者向けの補助金がほとんど

だと思うんです。この尾鷲へもっと人口を呼び込むとかということを考えると、も

っともっとスタートアップの方に対しての補助金というのを取り入れるべきかなと

は思うんですけど、今現在、見たところ、その部分が薄いのかなというふうに思い

ます。これについては、どうでしょう。 

○川崎商工観光課係長  すみません、おっしゃられるとおり、今現在、スタート

アップに対しては、創業支援の助成、保証金の支援ということで上限１０万円で行

っているのみではあるんですけれども、また商工会議所と協力して、国の制度であ

ったりというのをうまくつなぐようにして行っています。 

○岩澤委員  尾鷲市の商店街についてなんですけれども、この商店街に対する活

性化の部分というのは、あるんでしょうか。 

○川崎商工観光課係長  直接商店街というわけではないんですけれども、今回、

商品券に併せて行ったよいとこスタンプ会というのは、多種多様な事業者さんが集

まって、いろんなイベントや事業を行っている事業体ということで補助金を出して、

２倍キャンペーンやいろんなキャンペーンを行っていただきました。 

○仲委員長  よろしいですか。 

○岩澤委員  やっぱり、よそから来た方というのは、まずどこで食べたり買物し
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たりするかというと、地元の商店街メインの通りだと思うんです。やっぱり、その

商店街をもっともっと盛り上げるためにとか、スタートアップと掛け合わせて家賃

補助、商店街で出店する方は家賃補助だったりとか、いろんなほかの自治体がやっ

ているような活性化のやつがあると思うので、ぜひまた尾鷲市のほうも、商店街だ

ったりスタートアップの方に向けて取り組んでいただけたらと思います。ありがと

うございます。 

○濵田商工観光課長  商店街活性化は、商工観光としてもしないといけないとは

思っているものの、実際、今、商店街そのものが、もう店舗化されていないという

お話も聞きます。もう多分借家になって住居化してしまっているという問題も聞い

ておりますので、そういう分も含めて、本当にあの通りを通っていただくと、ほと

んど商店というものがなくなっております。ちょっと構造的な問題があるので、そ

の辺も含めて検討しながら、今後、改めて商店街活性についても考えさせていただ

きたいと思います。 

○仲委員長  よろしいですか。 

○中村（文）委員  アクアステーションの話なんですけど、アクアステーション

へ行ったときに、その中に入るまでに右手に水道あるじゃないですか、いろんな水

が買えるという、いろんな種類の。あれの売上げって、どんな感じなんでしょうか。 

○川崎商工観光課係長  すみません、トータルなんですけれども、大口も合わせ

て２７８万７,３８０円となっています。 

○中村（文）委員  実は、私もアクアステーションって行ったことがなかったん

ですよ、今まで。前回というかイベント、七夕のイベントのときに行かせてもらっ

て、初めてその施設というのを伺ったんですけど、多分、私の周りも、そこまでア

クアステーションに行ったことがある人って、いないと思うんですよね。 

 ただ、私が行って思ったのが、その水の種類というのが結構豊富にあったと思う

んですよ。それを、このＳＮＳとかホームページで発信する。この水は、こういう

のにいいよというのがあれば、そのアクアステーションさんのイベントだけの、言

うたらインスタグラムであったり、周知するのがそのイベントだけなので、その間、

間をつなぐということで、水の種類とかそんなものも間に入れられたら、市民の

方々も、この水、こんな水あるんやということを周知してくれると思うので、売上

げのいうたら増しにはなるんじゃないかなってちょっと思ったんですけど、商品化

というのは、やっぱり厳しいですかね。 

○川崎商工観光課係長  その深層水の種類であったり使い方というのは、ホーム
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ページには上げてはいるんですけれども、ちょっとターゲットがばらばらであった

り見にくいのかなと、ＳＮＳもそうなんですけれども。一応、流れていく情報なの

で、それを一度整理するのが僕たちも課題だと思っていますので、その辺は、引き

続き、御指摘のとおり続けていきたいなと思います。 

 あと、商品化なんですけれども、一つの商品になるというのは大きな企業じゃな

いと難しいとは思うんですけれども、去年からたくさんの市内事業者さんが飲食店

中心に使っていただいて、いろんなメニューを市内で出してもらって、旗とかも立

ててもらって、それぞれが深層水使っているよということで情報発信していただい

てちょっと盛り上げていただいているので、同じように続けていきたいなと思って

います。 

○中村（文）委員  まずは、その市民の方々に周知していただいてシェアしてい

ただく。そして、全国的にもその水の種類というのが知れたら、尾鷲にこんな水を

扱っているところがあるんだよという、ほんまに少しずつですけど、小さな一歩か

ら大きな一歩になる可能性もあると思うので、そこは、ぜひ継続、お願いいたしま

す。 

○濵田商工観光課長  引き続き、我々もちょっと情報の発信の仕方が悪いのかと

思います。いろいろなパンフレットに活用の仕方も書いてあるんですけれども、利

用方法含めて、もっと皆さんに分かりやすいような情報発信をさせていただきたい

と思います。 

○仲委員長  他にございませんか。 

○中村（レ）委員  １８５ページの近畿自然歩道維持管理委託料があるんですけ

れども、これ、場所、どこですか。 

○山口商工観光課係長  場所につきましては、馬越峠、八鬼山曽根次郎・太郎坂

の３点と、あと、馬越公園自体についても対象としております。 

○中村（レ）委員  三木里から賀田に行くところの三木・羽後峠は、入っていな

いということですか。 

○山口商工観光課係長  そちらのほうは入っておりません。 

○中村（レ）委員  熊野古道で、あそこ、たくさんの人が歩かれ、現に歩かれて

いて、そして、その申請のときに漏れたのかどうかは知りませんけれども、このツ

ーデーウォークとか、そこでイベントはされないのかもしれないんですけれども、

たくさんの方が歩かれているんですよ。観光資源、商工観光として熊野古道を観光

資源としてみなされているのであれば、その今、言われた数の道に対して、この予
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算って桁が一つ違うんちゃうんかと思うんですけれども、それに対する認識は、ど

う考えられていますか。 

○濵田商工観光課長  予算額につきましては、当初、見積りももらって算定した

ものと思われますので、今のこの決算の段階では適正であったものと考えておりま

す。 

○中村（レ）委員  今後、これに関して見積りって言われたんですけれども、三

木・羽後峠、ずっとボランティアでやっている方が、もう後継者もおれへんし、全

部持ち出しのボランティアでやられへんって、何回も、これ、市のほうにお願いに

行っても全く出てこないというのが現状やと思うんですよ。ツーデーウォークには

１８０万とかついていますけれども、このツーデーウォークとか、よそから入り込

み客が来てくれるというのは、道を踏破、ちゃんと歩いていくから来られるわけで

すよね。それを観光資源としてみなしているんやったら、全部のところについて、

危険ではない、ちゃんと歩いていける道を整備するのは、それは、その自分のとこ

ろじゃない、これは違う課やとかと言うのはおかしいと思うんですよ。観光資源で

あるならば、ちゃんとその予算をつけていって整備して、きれいにして歩いてもら

うというのを考えていただきたいと思いますので、今までのその予算が、これで足

りていたんじゃなくて、ずっと全く足りないって言われているので、来年度は見直

していただけたらありがたいと思いますが、いかがですか。 

○濵田商工観光課長  今、よその課に振るなと言われて言ってしまうのは大変申

し訳ないんですけれども、熊野古道、世界遺産の管轄、保全については生涯学習課

となっております。当然、我々商工観光課として熊野古道を活用するに当たっては、

おっしゃるようにいろんな予算をつけてやっておりますので、ツーデーウォークに

つきまして、今年は特別コースといたしまして三木峠、羽後峠も入れさせていただ

いておりますので、今後も、もちろん観光資源であるのは事実ですので、そのよう

な形で取組を進めさせていただきたいと思います。 

○仲委員長  よろしいですか。 

○中村（レ）委員  それと、観光資源のことで、もう一つ。今回の予算に入って

いないと思うんですけれども、九鬼のオハイで駐車場がすごくえらいことになって

いて、有料化しようかという話があって、通年でという話があると思うんですけれ

ども、ここに三木里の海水浴場駐車場というのもあるんですけれども、三木里のそ

の海水浴場も夏だけ、今はもうキャンパーが夏だけではないので、九鬼を通年で有

料化するんやったら、来年、三木里の駐車場も通年で有料化するということは考え
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られておられますか。 

○濵田商工観光課長  そこは庁内での協議だと考えております。というのは、九

鬼のオハイの駐車場、九鬼のコミュニティセンター前の砂利のエリアになるんです

けれども、アスファルト部分は市民サービス課所管の行政財産です。砂利の部分に

つきましては商工観光課所管のエリアとなっております。ですので、そういう意味

において、商工観光課から積極的に発信をさせていただいて、オハイのそういう課

題解決のために駐車場条例を設けて料金を徴収するということは発言させていただ

くことはできるんですけれども、三木里海岸の駐車場については残念ながら商工観

光課の所管ではございませんので、その辺は、所管である、また県であったり建設

課と相談させていただいて、期間を含めて検討させていただく必要性があるかなと

考えております。 

○中村（レ）委員  ということは、九鬼も砂利のところだけ通年の有料化を考え

ておられるということですか。 

○濵田商工観光課長  今、商工観光課として発言ができるのは、自分のところに

ある行政財産である砂利のところだけを考えております。 

○仲委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

○小川委員  ちょっと一つ教えてほしいんですけど、１８３ページ、負担金、補

助及び交付金のところの真ん中辺りなんですけど、尾鷲市販路開拓支援補助金、こ

れは、どういった補助金なのか。どういった……。ちょっとできたら詳しくお願い

します。 

○川崎商工観光課係長  すみません、市内の事業者が外向きの販路を開拓するた

めの事業に対する補助金として行いました、上限２０万円で、先ほどおっしゃられ

た展示会等への出展とか、ホームページ、広告とか、割と手広く使えた補助金でし

た。引き続きなんですけど、先ほども申し上げたんですけれども、形を変えてＤＸ

補助金として、展示会等への出展はできなくはなったんですけれども、ホームペー

ジを作ったり有料広告を出したりということで、ＤＸに特化した活動に対しての補

助金を出しております。 

○小川委員  これって、ＤＸに特化したと言われましたけど、ホームページ立ち

上げるためのあちこち頼んだりすると思うんですけど、そのときの補助金が出る、

これで、この資金が使えるということなんですか。 

○川崎商工観光課係長  先ほど言ったのは今年度からのＤＸ補助金です。決算に
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ある販路開拓補助金は、もっと広くは使えたんですけれども。 

○小川委員  だけど、ＤＸって言うたもので、今年、申請ありましたよね、何件

か。その前からあったんかなと思ったもので聞いたんです。 

○濵田商工観光課長  先ほど、係長のほうが説明した販路開拓支援補助金は、市

内の中小企業の販路開拓に係る経費に対する補助金でして、市内７事業者のほうが

御活用いただいております。 

 先ほど、もう一つ言ったＤＸ補助金は、また違うメニューで、違うメニューとし

て、デジタルトランスフォーメーションを推進する中小企業を支援するための補助

金として新たなものを追加しております。 

○小川委員  それじゃ、販路、この資金のほうは、補助金のほうは、どういった

形で。ただ、営業に行くだけでは出ませんよね。何か物を作るためのとか、そうい

うのしか出ないということですか。 

○川崎商工観光課係長  すみません、去年度までの販路拡大補助金というのがあ

って、それをＤＸに特化した形でもう変えたんですけれども、その販路拡大補助金

でもホームページなどは作ることはできました、使っていただきました。 

○仲委員長  よろしいですか。 

○小川委員  いいです。 

○仲委員長  ほかにございますか。 

○濵中副委員長  毎年、同じことを繰り返しておるんですけれども、ちょっと結

果が、成果が見えてこないなと思うので今年も。 

 あすなろ工房が、じわりじわりと利用料は増えてはきておるんですけれども、恐

らく、去年かな、あすなろ工房へ行ったらこういう機械ありますよとか、こういう

のを使えますよというのを教えてもらうことで、使いたい人のその増加にはなるん

やないかなという話をさせてもらったんですけど、私としては露出を全く見る機会

がなかったんですよ。あすなろ工房に関して、やはり、その知る人ぞ知るの施設に

なっておるなという気がするんですけれども、この去年度の辺りで、そういったあ

すなろ工房の露出というかアピールというか、何か広報、やられましたか。 

○濵田商工観光課長  申し訳ございません。多分、あすなろ工房としての御指摘

のとおりの広報は、していないと思います。御指摘のように、本当に特定の方、何

人かの方たちが非常に多くの回数使っていただいているのが現状であります。 

○仲委員長  よろしいですか。 

○濵中副委員長  公共施設だと私は思っているので、木材に関する山の勉強をし
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たり子供たちが木に触れたりという機会を増やしておりますから、こういった木工

ということに関しても裾野が広がるようなことは喜ばしいのではないかなと思うの

で、もう少し幅が広く利用がされるような状況をつくってやってほしいと思うんで

す。 

○濵田商工観光課長  そのような形で取組を進めさせていただきます。 

○仲委員長  他にございませんか。 

○中村（レ）委員  １８３ページの尾鷲商工会議所及び中小企業相談所補助金３

６０万があるんですけど、これ、去年、何回開設された回数ですか。 

○濵田商工観光課長  大変申し訳ございません、現在、ちょっと手元にその数字

は持っておりませんので、改めてお示しさせていただきます。 

○中村（レ）委員  その下の尾鷲イタダキ市補助金の１２万５,０００円は、何に

対する、これ、補助金ですか。 

○川崎商工観光課係長  イタダキ市への補助金は、主に広告費に使われておりま

す、広告です。 

○中村（レ）委員  広告……。 

○川崎商工観光課係長  はい。 

○仲委員長  広告料。 

○川崎商工観光課係長  地元新聞、そうです。 

○仲委員長  中村レイ委員、いいですか。 

○中村（レ）委員  いいです。 

○仲委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  なしということで、これで商工観光課の決算の審査は終わります。

御苦労さまでした。 

 １０分休憩して建設課へ入ります。 

（休憩 午前１１時０９分） 

 

（再開 午前１１時１６分） 

○仲委員長  それでは、建設課の審査に入ります。 

 説明をお願いします。 

○塩津建設課長  建設課でございます。よろしくお願いします。 

 それでは、議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい
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てのうち、建設課に係る歳出決算について説明いたします。通知をいたします。 

 決算書の１６０、１６１ページを御覧ください。 

 ４款衛生費、４項下水道費、１目下水道整備費で、支出済額７５６万３,６００

円、不用額２８万６,４００円です。内訳は、１０節需用費の支出済額が１３４万

９,７００円です。内容は、市内下水路の修繕料６件分でございます。 

 １１節役務費の支出済額が９９万９,９００円です。内容は、市内下水路の清掃

に係る手数料４件分でございます。 

 続きまして、１２節委託料の支出済額が５２１万４,０００円です。内容は、朝

日町地内下水管改良工事の設計等業務委託料でございます。 

 通知をいたします。決算書の１８６、１８７ページを御覧ください。 

 ７款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費で、支出済額３,５５１万４,０６

２円、不用額１１７万４,９３８円です。主な内訳は、１節報酬の支出済額ゼロ円

です。これは、尾鷲湾濁水問題協議会開催に係る報償費２名分を予算計上していた

ものでございますが、令和５年度の開催はございませんでしたので、不執行となっ

たものでございます。 

 次に、１８８、１８９ページを御覧ください。 

 １２節委託料の支出済額が３４９万８,０００円です。内容は、地籍調査業務委

託料で、事業の詳細につきましては、後ほど説明いたします。 

 １３節使用料及び賃借料の支出済額が１１７万２７円です。内容は、複合機使用

料２５万６,４８７円、土木積算システム利用料９１万３,５４０円です。 

 １７節備品購入費の支出済額が３３万５,３９０円です。内容は、土木施設情報

収集用ドローンの購入でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額１２１万４,０００円です。主な内容

は、紀勢自動車道建設促進三重県期成同盟会会費２８万円、三重県社会基盤整備協

会会費７０万４,０００円で、その他各協会、協議会、同盟会への会費及び負担金

でございます。 

 それでは、地籍調査業務委託料の詳細について説明いたします。通知をいたしま

す。 

 主要施策の成果及び実績報告書の８５ページを御覧ください。 

 事業名は、地域調査事業です。 

 事業の目的は、公図混乱地域等において事業を実施し、境界のトラブル防止、土

地取引の円滑化などを図るものでございます。 
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 事業の内容は、主なものとしまして、地籍調査業務委託料３４９万８,０００円

です。 

 事業の成果は、天満①地区のうち、古里ノ上①区域において、地籍測定、地籍図、

地籍簿等の作成、閲覧を実施したものでございます。 

 天満地区につきましては、三重県からの要請もあり、県道海山尾鷲港線の道路整

備事業に関連して当該事業を行っているところでございます。 

 財源内訳は、県支出金の地籍調査補助金２７２万１,０００円、一般財源９４万

１,０００円で、補助率は７５％となっております。 

 地籍調査事業の説明は以上でございます。 

 通知をいたします。決算書の１９０、１９１ページを御覧ください。 

 ２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費で、支出済額２,４４５万６,１１１円、不

用額８４万４,８８９円です。主な内訳は、１２節委託料の支出済額が７７２万２,

０００円で、不用額６万６,０００円です。主な内容は、道路台帳更新業務委託料

７００万７,０００円でございます。 

 １３節使用料及び賃借料の支出済額が２１万９,８４４円です。これは、国道４

２号地下道の防犯カメラ回線使用料でございます。 

 続きまして、２目道路維持費で、支出済額７,６０５万３,３９６円、繰越明許費

９４５万７,０００円、不用額２０８万１,６０４円です。内訳は、１０節需用費の

支出済額が１,３７６万８,９８２円です。主な内容は、修繕料１,３５８万２,６９

０円で、これは、市内各所の道路修繕８３件分でございます。 

 １１節役務費の支出済額が１,１４９万２１４円です。内容は、道路清掃及び除

草作業手数料１０５件分でございます。 

 １２節委託料の支出済額が２,２２９万７,０００円で、繰越明許費２００万円、

不用額８６万７,０００円で、不用額については、入札差金によるものでございま

す。内容は、橋梁点検業務委託料７１０万１,９３０円及び計画策定業務委託料７

５８万３,０７０円、令和４年度からの繰越しの設計業務委託料７６１万２,０００

円でございます。繰越明許費は、令和４年度から継続するトンネル修繕工事を先行

して発注したため適正工期が確保できない橋梁修繕工事について、補助金を有効活

用するため事業費を繰り越すことで事業ストック効果の早期発現を図ることとした

２００万円でございます。 

 １４節工事請負費の支出済額が２,８４９万７,２００円で、繰越明許費７４５万

７,０００円、不用額１１１万３,８００円で、不用額については、入札差金による
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ものです。内容は、市内各所の舗装工事及び梶賀第一トンネルの修繕工事、汐附橋

の修繕工事でございます。繰越明許費につきましては、１２節の委託料と同様、適

正工期が確保できない橋梁修繕事業について、補助金を有効活用するため事業費を

繰り越すことで事業効果の早期発現を図ることとした７４５万７,０００円でござ

います。 

 道路維持事業の詳細につきましては、担当主幹から説明いたします。 

○内山建設課主幹兼係長  それでは、説明させていただきます。通知をします。 

 主要施策の成果及び実績報告書の８６ページを御覧ください。 

 事業名、道路維持事業、事業の目的は、老朽化している道路の維持管理を行い、

地域の道路網の安全性、信頼性を確保することを目的とするものです。 

 事業成果としまして、老朽化している道路橋やトンネルの維持管理を行うととも

に、道路の修繕や清掃・除草作業することで、地域の道路網の安全性、信頼性の向

上を図りました。 

 事業費は７,６０５万３,０００円です。 

 財源内訳は、国庫支出金が２,３４５万８,０００円で、そのうち１,９０５万３,

０００円は道路メンテナンス事業補助金で、補助率５８.８５％、４４０万５,００

０円は防災・安全交付金で、補助率５８.３％となっております。その他特定財源

が２,９９２万２,０００円で、一般財源が２,２６７万３,０００円となっておりま

す。 

 以上でございます。 

○塩津建設課長  それでは、通知をいたします。決算書の１９２、１９３ページ

を御覧ください。 

 ３目道路新設改良費で、支出済額６,０１９万４,６６０円、不用額８０万５,３

４０円です。主な内訳は、１０節需用費の支出済額が１,９５１万８,８６０円です。

内容は、道路及び側溝等の修繕料１１９件分でございます。 

 １４節工事請負費の支出済額が４,０６７万５,８００円、不用額８０万４,２０

０円で、不用額につきましては、入札差金でございます。内容は、日尻野下中川線

道路改良工事、中川地内道路改良工事ほか、市内各所の道路改良工事となっており

ます。 

 詳細につきまして、担当主幹から説明させていただきます。 

○内山建設課主幹兼係長  それでは、説明させていただきます。通知をいたしま

す。 
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 主要施策の成果及び実績報告書の８７ページを御覧ください。 

 事業名、市道改良事業、事業の目的は、建設課が管理する道路施設について、道

路パトロールや住民からの要望に基づき市道の機能改善及び改良工事を適切に推進

し、安全・安心な市民の利用を図るものです。 

 事業成果としまして、市道での車両等による走行安全や側溝整備による道路排水

機能の改善を進めることで、道路の安全性・信頼性の向上を図りました。 

 事業費は６,０１９万５,０００円で、財源内訳は、その他特定財源が４,７５０

万円、一般財源１,２６９万５,０００円となっております。 

 以上でございます。 

○塩津建設課長  通知をいたします。決算書１９２、１９３ページを御覧くださ

い。 

 続きまして、河川費でございます。 

 ３項河川費、１目河川総務費で、支出済額３,５６０万１,１４０円、不用額１２

万７,８６０円です。主な内訳は、１０節需用費の支出済額が２６８万９,５００円

です。内容は、河川及び護岸の修繕料１３件分です。 

 １１節役務費の支出済額が４２９万５,９４０円です。内容は、河川除草作業等

手数料２１件分です。 

 １４節工事請負費の支出済額が２,８５８万５,７００円で、不用額１１万４,３

００円です。内容は、北川護岸改修工事及び普通河川岡の川、鈴河川の河川維持補

修工事でございます。 

 続きまして、２目砂防費で、支出済額１,６４８万２,５００円、繰越明許費６７

６万６,０００円です。内訳は、１８節負担金、補助及び交付金で、県が実施する

急傾斜地崩壊対策事業地元負担金でございます。内容は、宮ノ上地区、坂場４地区

の急傾斜地崩壊対策事業費の地元負担金で、繰越明許費は県の繰越しに伴うもので

ございます。 

 続きまして、港湾費でございます。 

 ４項港湾費、１目港湾管理費で、支出済額１,２５４万６,５７８円、不用額１３

０万５,４２２円です。主な内訳は、１０節需用費の支出済額が１４８万２,５３８

円、不用額９０万５,４６２円で、不用額につきましては、修繕料の減及び光熱水

費の利用料が少なかったためでございます。主な内容は、光熱水費１３４万２,４

９１円で、これは、建設課で管理しております港湾トイレ７か所の電気代及び水道

代です。 
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 １１節役務費の支出済額が３０１万１,９００円です。主な内容は、港湾トイレ

の浄化槽保守点検等手数料２９５万７,９００円です。 

 １２節委託料の支出済額が７４２万６,１００円です。主な内容は、三木里海

岸・名柄海岸施設清掃業務委託料２３１万２,２００円と、１９４、１９５ページ

を御覧ください、尾鷲市海岸清掃業務委託料２６２万２００円です。 

 続きまして、都市計画費でございます。 

 ５項都市計画費、１目都市計画総務費で、支出済額１,５７８万９,４３１円、不

用額７０万３,５６９円です。主な内訳は、１２節委託料の支出済額が５８万６,３

００円で、内容は、尾鷲南ＩＣ簡易パーキング清掃維持管理業務委託料です。 

 １９６、１９７ページを御覧ください。 

 ２目街路事業費で、支出済額７,１０８万４,４５５円、不用額２４万８,５４５

円です。内訳は、１０節需用費の支出済額が４００万６,４９０円です。主な内容

は、修繕料３９９万６,５２０円で、これは、都市計画道路の修繕１７件分でござ

います。 

 １１節役務費の支出済額が８６万４,９５０円です。内容は、都市計画道路清掃

及び除草作業手数料９件分でございます。 

 １４節工事請負費の支出済額が１,３８８万６,４００円です。内容は、尾鷲港新

田線舗装改良工事です。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が４,８３３万３,３３３円です。内容

は、県が実施する尾鷲港新田線整備事業の街路事業地元負担金でございます。 

 それでは、街路整備事業の詳細につきまして、担当主幹より説明いたします。 

○内山建設課主幹兼係長  それでは、説明させていただきます。通知をいたしま

す。 

 主要施策の成果及び実績報告書の８９ページを御覧ください。 

 事業名、一般街路整備事業、事業目的は、本市の都市計画道路において維持管理

を行うとともに、事業認可を受けている尾鷲港新田線の舗装改良工事を推進し、安

心・安全な市民の道路利用を図ることと、県事業として推進している尾鷲港新田線

整備事業への連携及び協力を行い、早期完成を目的としております。 

 事業成果としましては、都市計画道路である尾鷲港新田線歩車道舗装工事の都市

計画事業認可に基づき計画的に維持管理を進め、道路の安全性・信頼性の向上を図

りました。 

 事業費は６,７０９万１,０００円で、財源内訳は、その他特定財源が６,２１０
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万円、一般財源が４９９万１,０００円となっております。 

 以上でございます。 

○塩津建設課長  通知をいたします。決算書の１９６、１９７ページを御覧くだ

さい。 

 ３目公園費で、支出済額３,２６８万７,３３２円、不用額７４万４,６６８円で

す。内訳は、１０節需用費の支出済額が１８９万２５４円です。主な内容は、修繕

料１５６万１,６７０円で、公園遊具などの修繕１７件分です。 

 １１節役務費の支出済額が１７５万３,３４８円です。主な内容は、公園トイレ

の浄化槽保守点検等手数料４６万５,３５０円と公園の倒木撤去手数料８１万５,１

００円、樹木剪定・除草手数料４４万７,８９８円です。 

 １２節委託料の支出済額が１,０２５万６,７３０円です。主な内容は、遊具点検

委託料４７万３,０００円及び立木伐採業務委託料６２２万６,０００円、中村山公

園他管理委託料２５０万１,４００円です。 

 １４節工事請負費の支出済額が１,８７５万５,０００円です。内容は、中村山公

園のトイレ整備工事です。 

 １９８、１９９ページを御覧ください。 

 続きまして、住宅費でございます。 

 ６項住宅費、１目住宅管理費で、支出済額２,２８３万５,６８４円、不用額３９

７万５,３１６円です。主な内訳は、１０節需用費の支出済額が４０７万１,０２７

円です。主な内容は、修繕料３５０万２,１６５円で、市営住宅の修繕４２件分で

す。 

 １１節役務費の支出済額が６６万８,９０２円です。主な内容は、市営住宅除草

作業手数料４９万９,９５４円です。 

 １２節委託料の支出済額が８５万５,２００円です。内容は、住宅・建築物耐震

診断業務委託料１６件分であります。 

 １８節負担金、補助及び交付金の支出済額が８１万８,９５０円、不用額２６６

万６,０５０円で、これは、木造住宅耐震補強等補助事業の申込み件数が少なかっ

たためでございます。主な内容は、木造住宅耐震補強等補助金７７万５５０円です。 

 それでは、住宅耐震診断等事業につきまして、参事より説明いたします。 

○上村建設課参事兼建築係長  それでは、説明させていただきます。 

 通知をします。主要施策の成果及び実績報告書の９０ページを御覧ください。 

 住宅耐震診断等事業です。 
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 事業成果として、昨年度は木造住宅の耐震診断が１６件、解体補助が３件、耐震

補強設計が１件、耐震補強補助につきましては、当初３件の申出があったものの、

それぞれ個別の事情によりキャンセルとなったものです。 

 財源内訳は、事業費１６２万６,０００円のうち、国庫支出金７２万２,０００円、

県支出金４２万６,０００円、一般財源４７万８,０００円となっております。 

 事業の補助率は、診断と解体が７５％、補強設計が５０％、補強工事が約７９％

となっています。 

 以上です。 

○塩津建設課長  それでは、通知をいたします。決算書の２３６、２３７ページ

を御覧ください。 

 １０款災害復旧費、２項公共土木施設災害復旧費、１目現年発生公共土木施設災

害復旧費で、支出済額ゼロ円、不用額１００万円でございます。内訳は、１４節工

事請負費の支出済額がゼロ円です。これは、令和５年度に災害復旧工事がなかった

ためでございます。 

 議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についての建設課

に係る説明は以上でございます。よろしく御審議いただき、御承認賜りますよう、

お願い申し上げます。 

○仲委員長  建設課の決算審査の説明は以上でございます。 

 質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  質疑なしということで、建設課、終わります。御苦労さまでした。 

 教育委員会、準備、お願いします。 

 準備よろしいですか。 

 教育長、何か一言ありましたら。 

○田中教育長  教育委員会でございます。よろしくお願いいたします。 

 議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

教育委員会に係る分につきまして担当課長より説明いたさせますので、よろしく御

審議賜りますよう、お願いいたします。 

○柳田教育総務課長  教育総務課です。よろしくお願いします。 

 それでは、教育総務課に係る令和５年度決算の認定につきまして、関係書類を基

に説明をさせていただきます。 

 決算書２０２ページ、２０３ページを御覧ください。通知させていただきます。 
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 ９款教育費、１項教育総務費、支出総額２億５,７０６万９,６７７円です。 

 １目教育委員会費は、支出済額２３６万６,０００円です。主な支出は、１節報

酬２３５万２,０００円で、教育委員４名の委員報酬です。 

 次に、２目事務局費で、支出済額２億５,１２５万１,４９９円、不用額は５２１

万２,５０１円です。 

 １節報酬は、支出済額２,７９７万４,３５６円で、主なものは、会計年度任用職

員１５名分及びＡＬＴ２名分の報酬２,７４７万８,１５６円です。不用額１０５万

２,６４４円は、会計年度任用職員の退職等により見込みを下回ったことが原因で

ございます。 

 次に、２節給与の職員人件費につきましては、総務課より説明がありましたので

割愛させていただきます。 

 ２０４ページ、２０５ページを御覧ください。 

 ７節報償費は、支出済額４５万５,０００円で、学校安全総合支援事業アドバイ

ザー謝金３１万円が主なものでございます。 

 １０節需用費は、支出済額８８２万２,９１２円で、主な支出は、消耗品費６９

１万９,８５１円で、児童・生徒用の授業支援ソフト及びウイルス対策ソフト９４

３万６,０００円が主なものです。 

 １１節役務費は、支出済額１６５万２,７４９円で、主な支出は、庁舎別館及び

矢浜教員住宅の浄化槽保守点検等手数料です。 

 次ページ、２０６ページ、２０７ページを御覧ください。 

 １２節委託料は、支出済額１,４７８万９,５００円で、スクールバス運行委託料

などです。 

 １３節使用料及び賃借料は、支出済額１,５２４万８８７円で、主なものは、学

校ＩＣＴ環境機器借上料で、パソコン教室や学習用端末、大型ディスプレーなどの

機器借上料となっております。 

 １４節工事請負費は、支出済額５,１２３万５,８００円で、小中学校屋内運動場

等ＬＥＤ灯具改修工事費でございます。 

 １７節備品購入費は、支出済額４４万５,５００円で、スクールバス置き去り防

止装置の購入設置費用でございます。 

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額４,０５８万６,２０５円で、日本ス

ポーツ振興センター共済掛金、同センター共済給付金、ページをおめくりください、

２０８ページ、２０９ページです、それに合わせて、児童・生徒学校給食費給付金



－３１－ 

として３,６１０万６,３００円でございます。本給付により、児童・生徒約８６５

名の給食費の無償化を実施いたしました。なお、不用額の１１９万９,７９５円の

主なものは、日本スポーツ振興センターの共済掛金及び児童・生徒学校給食費給付

金が当初見込みを下回ったということでございます。 

 続きまして、３目奨学資金貸付金です。事業の詳細につきましては、柳瀬係長か

ら報告いたさせます。 

○柳瀬教育総務課主幹兼係長  主要施策の成果及び実績報告書９２ページを御覧

ください。通知いたします。 

 奨学金貸付事業について御説明いたします。 

 まず、事業の目的は、高校・大学等へ進学する生徒・学生で、学資の十分でない

者に対し奨学金を貸与し、卒業後社会に貢献させることを目的としております。 

 事業の内容につきましては、勉学意欲があるにもかかわらず経済的理由により高

校・大学等への進学が困難な方で、尾鷲市奨学金貸与選考委員会での選考を経て承

認された方に奨学金を貸与しております。 

 経費内訳は記載のとおりで、令和５年度は、大学、専修学校２名、高等学校１名

の３名の新規貸付けと継続貸付け１０名、合計１３名に３４２万円を貸与しました。 

 事業成果としましては、高校・大学等へ進学する生徒・学生に対して奨学金を貸

与することで保護者の経済的負担を軽減し、適切な就学環境の整備を図ることで次

代の社会を担う人材育成のための機会を保障することができたと考えております。 

 財源内訳は、全て奨学資金貸付金返還金でございます。 

 奨学金貸付事業の説明は以上でございます。 

○柳田教育総務課長  それでは、続きまして、２項小学校費です。 

 ２０８ページ、２０９ページを御覧ください。通知いたします。 

 支出済額は１億５,２１０万８,４６４円です。 

 １目学校管理費、支出済額１億４,６８４万５,４１９円、不用額１,２４３万５

８１円です。 

 １節報酬は、支出済額４,７６０万３,３３９円で、学校医及び薬剤師と給食調理

員等の会計年度任用職員の４１名分の報酬です。不用額１８４万７,６６１円につ

きましては、会計年度任用職員の退職等により見込みを下回ったことが原因でござ

います。 

 次ページ、２１０ページ、２１１ページを御覧ください。 

 １０節需用費は、支出済額５,３２３万６,３２８円で、授業用事務用品などの消
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耗品費１,２１２万２４６円、光熱水費２,４４２万１,６６２円、修繕料は１,１２

２万５,３２１円で、施設設備の修繕等でございます。修繕の主なものは、向井小

学校の漏電修繕や宮之上小学校の浄化槽のブロワー修繕などでございました。不用

額８３３万６７２円は、光熱水費等が見込みを下回ったことによるものでございま

す。 

 １１節役務費は、支出済額１,０６３万７,５１８円で、浄化槽保守点検等手数料

６６０万４,４００円、火災報知機点検手数料や給食用昇降機点検手数料などでご

ざいます。不用額５１万９,４８２円は、プールのろ過装置の点検手数料などが見

込みを下回ったためでございます。 

 １２節委託料は、支出済額２７０万９,３００円で、児童心臓検診委託料のほか、

次ページ、２１２ページ、２１３ページを御覧ください、電気保安業務委託料など

でございます。 

 １３節使用料及び賃借料は、支出済額１８４万１,９００円で、複合機使用料や

インターネット使用料などです。 

 １４節工事請負費は、支出済額５４５万６,０００円で、繰越明許となっており

ました矢浜小学校トイレ改修工事でございます。 

 １７節備品購入費は、支出済額７７７万６,０９８円で、宮之上小学校屋内運動

場スポットクーラー３２３万４,０００円やヒノキの組立て式机、椅子の２４４万

２,０００円が主なものでございます。 

 次に、２目教育振興費でございます。 

 支出済額は５２６万３,０４５円です。 

 ７節報償費から、次ページ、１３節使用料及び賃借料までは、ふるさと教育支援

事業及び子供の学びと育ち育成支援事業に係る費用でございますので、後ほど主要

施策を基に説明をさせていただきます。 

 ２１４ページ、２１５ページを御覧ください。 

 １９節扶助費は、支出済額３５２万２,８４４円で、学用品費等、給食費特別支

援教育就学奨励費でございます。 

 認定児童の内訳は、要保護世帯が７名、準要保護が１０６名、特別支援が１２名

分、不用額６３万３,１５６円は、学用品費等扶助費が見込みを下回ったことが主

な理由でございます。 

 それでは、ふるさと教育支援事業及び子供の学びと育ち育成支援事業につきまし

ては、西川係長より説明いたさせます。 
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○西川教育総務課主幹兼係長  通知いたします。 

 ふるさと教育支援事業について御説明いたします。 

 まず、事業の目的は、子供たちがふるさと尾鷲に愛着を持ち続けるため、地域の

人々の考え方や生き方から学んだり、自然や景観、歴史、伝統文化の体験など、郷

土愛を育むふるさと教育を充実させることを目的としております。 

 事業の内容につきましては、地域の方々や様々な分野の達人を活用し、尾鷲の自

然や景観、歴史、伝統文化などに触れる体験学習や、地域教材について学ぶふるさ

と教育を充実させるなど、記載のとおりでございます。 

 経費内訳は記載のとおりで、小学校分が、講師謝礼、消耗品費、業務委託料、バ

ス等借上料で計１２４万２,０００円、中学校分が、報償費、消耗品費、通信運搬

費、バス等借上料で計４８万円となっております。 

 事業成果としましては、小学校では、鈴鹿サーキットでの体験プログラムに参加

し、本田技研工業株式会社で自動車生産などについて学ぶことができました。関係

各課と連携した授業や講師を招いての自然体験学習・伝統文化体験学習などを実施

することで、地域の自然・歴史・食文化についての理解を深めたり先人の知恵等を

学んだりするなど、ふるさと教育を通じて地域の方々と交流を深めるとともに、地

域を大切にする気持ちを育むことができました。 

 中学校では、ふるさと産業体験活動、地域と連携したふるさとキャリア教育の実

施や職場体験を通して地域内外の産業を学ぶとともに、働くことの意味や意義に触

れることができました。 

 また、小中学校において、地元食材であるブリ、マダイを活用した給食を提供し、

食育を推進することができました。 

 財源内訳は、全てふるさと応援基金繰入金でございます。 

 続きまして、次の９４ページを御覧ください。 

 続いて、子どもの学びと育ち育成支援事業について御説明いたします。 

 まず、事業の目的は、新しい教育ビジョンの基本理念である「未来を拓き、次代

のおわせを担う人財の育成」のために、子供が自ら学べる環境づくりと、学校教育

の充実を進めることを目的としております。 

 事業の内容につきましては、学級満足度調査Ｑ－Ｕ調査を活用した児童・生徒が

安心して学ぶことができる環境づくりの推進と、小学校６年生で漢字検定５級、中

学校２年生で英語検定４級を受験し合格を目標と位置づけることで、学習意欲の向

上と学力の向上を図るものです。 
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 経費内訳は、小学校が、報償費、消耗品費、漢字検定受験手数料など計４９万９,

０００円、中学校が、消耗品費、英語検定受験手数料で計６５万５,０００円です。 

 事業成果としましては、各学校においてＱ－Ｕ調査を活用した学級のデータ分析

を行い、課題解決に向けての取組を進めるなど、ＰＤＣＡサイクルを意識した学級

経営に役立てることができ、また、一人ひとりの子どもの思いを把握し、個別に悩

みを聞くなどの対応や、いじめ等の諸問題に対しての未然防止の取組などにつなげ

ることができたと考えております。 

 また、小学校６年生で漢字検定５級、中学校２年生で英語検定４級を受験し、合

格を目標と位置づけて取り組むことで子どもたちの学習意欲の向上を図り、基礎学

力の底上げにつなげることができたと考えております。 

 この財源内訳につきましては、全てふるさと応援基金繰入金でございます。 

 説明は以上となります。 

○柳田教育総務課長  それでは、引き続きまして、３項中学校費、１目学校管理

費でございます。 

 通知いたします。２１４ページ、２１５ページを御覧ください。 

 １目学校管理費、支出済額が６,２４６万８,０８７円で、不用額は７８６万９１

３円でございます。 

 １節報酬は、支出済額１,４８３万３０４円で、校医と薬剤師及び用務員等の会

計年度職員１３名分の報酬です。不用額５８万１,６９６円は、会計年度職員の採

用が下回ったということで、５８万円ほど不用額を出しております。 

 １０節需用費は、支出済額２,０２９万６,２２２円で、授業用事務用品などの消

耗品や光熱水費で、修繕料２９２万１,９９６円は、尾鷲中学校、輪内中学校の雨

樋などの修繕でございます。不用額３９３万８,７７８円は、光熱水費が見込みを

下回ったことでございます。 

 １１節役務費は、支出済額３０５万３,７５７円で、通信運搬費や浄化槽保守点

検等手数料でございます。 

 次ページ、２１６ページ、２１７ページを御覧ください。 

 １２節委託料は、支出済額４７９万９,３７４円で、生徒心臓検診委託料のほか、

教職員の健康診断やエレベーター保守点検業務委託料などでございます。 

 １３節使用料及び賃借料は、支出済額１８９万４,７０９円で、複合機使用料や

給食配食に係る車両のリース料でございます。 

 １４節工事請負費、支出済額６６１万１,０００円は、繰越明許でございました
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尾鷲中学校の多目的室のクーラーの修繕工事でございます。不用額１１６万６,０

００円は、入札差金でございます。 

 １７節備品購入費は、支出済額５１９万１,７５７円で、図書購入や生徒用の机、

椅子の購入など、４２４万６,０００円などです。 

 １８節負担金、補助及び交付金は、支出済額８０万４,６７９円で、郡市中学校

体育連盟負担金や選手派遣費補助金４７万６,５５３円などでございます。不用額

８７万４,３２１円は、選手派遣費用補助金が見込みを下回ったことが主な原因で

す。 

 次に、教育振興費です。 

 支出済額は７０８万４,３５２円です。 

 次ページ、２１８ページ、２１９ページを御覧ください。 

 １０節需用費は、支出済額１０８万１,２５９円で、クラブ活動等に係るテニス

ボールの消耗品のほか、学級の状況を調査するＱ－Ｕアンケートの購入となってお

ります。 

 なお、１１節、１２節に関しましては、先ほど、主要施策を用いて説明いたしま

したので割愛させていただきます。 

 １９節の扶助費、支出済額５３０万９,２６２円は、学用品費等、給食費、特別

支援教育就学奨励費で、認定の子供の内訳は、要保護世帯が１、準要保護世帯が８

０、特別支援が３という形になっております。不用額に関しましては、学用品費等

の扶助費が見込みを下回ったものでございます。 

 以上が教育総務課に係る決算の説明です。 

 なお、資料といたしまして、教育委員会の会計年度任用職員の人件費についてと

いうものを添付しておりますので、また、後ほど、御覧いただければと思います。

ありがとうございます。 

○仲委員長  どうも。 

 教育総務課の質疑について、昼からといたします。ここで昼休憩といたします。

再開は１時からです。お願いします。 

（休憩 午後 ０時００分） 

 

（再開 午後 ０時５６分） 

○仲委員長  少し早いんですけど、再開いたします。 

 それでは、教育総務課の質疑に入ります。 
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 質疑ある方、見えますか。 

○小川委員  決算書の２１５ページ、２１５と２１９を併せて言いますので、扶

助費のところ、小学校の扶助費と中学校の扶助費。この給食費が無償化というのは、

これ、給食についているのは、これ、時期がずれているんですか。 

○柳田教育総務課長  給食費の無償化に関しましては、昨年の令和５年の５月か

らということで、４月からの１か月分はお支払いをいただいておるということで、

その分が計上されておるということです。 

○小川委員  それと、先ほどお伺いしたんですけど、要保護が７人、小学校のと

ころね、準要保護が１０６人、それで、中学校が１人と８０人。生徒も減っている

のでこんなものかなと思ったんですけど、その割合というのはどうなんでしょうか。 

○柳田教育総務課長  この扶助を受けられておる方は、昨年に比べますと数も減

っておるというような状況でございますが、委員おっしゃられるとおり生徒の数も

減っております。割合としては、昨年とほぼ同程度ということで推移しております。 

○小川委員  全国的には、５人に１人だったですかね。尾鷲は、ちょっと全国よ

りか高いような気がしたんですけど、何人に１人ぐらいですか。 

○柳田教育総務課長  アバウトな数字で大変申し訳ないんですが、大体２３％ぐ

らいということになりますので、１０人に２人、３人というような状況でございま

す。 

○小川委員  ２０％というと、全国よりかは少ないということなんですか。 

○柳田教育総務課長  この扶助費に関しましては、全国的な、その今、委員がお

っしゃられた数字よりは低い数字で推移しています。高くても、中学校のほうで２

５％ほどというふうに認識をしております。 

○小川委員  よく言われる、こんなこと言うて、ひょっとしたら不適当な発言か

分かりませんけど、相対的貧困って言われる層が、この人数ですか。 

○柳田教育総務課長  今回の……。今回といいますか、この扶助に当たりまして

の対象者というのが、いわゆる生活保護に準ずるような生活が困窮されておる方で

あったり、それ以外にも市町村民税のほうの市民税が非課税であったりということ

ですので、言葉的には学資になかなかお金が回せないような貧困家庭というふうに

一応位置づけで大丈夫かと思います。 

○小川委員  相対的貧困と捉えてよろしいということですか。 

○柳田教育総務課長  そのとおりです。 

○仲委員長  他にございませんか。 



－３７－ 

○中村（レ）委員  幾つかあるんですけれども、この２０７ページの使用料とい

うところのＩＣＴというの、１,４００万という。これって、タブレットですか。 

○柳田教育総務課長  この学校ＩＣＴ環境機器借上料というものは校務用のパソ

コンで、先生が御利用になっているパソコンであったりパソコン教室にある全員が

使えるようなパソコン、また、そこに置いてある大型モニターなどがこの１ ,４９

９万５,２００円の借上料のほうに上がっております。各生徒１台、１人１台パソ

コンに関しましては、別途、これはもう購入という形でこうやって買っていますの

で、この中には入っておりません。 

○中村（レ）委員  分かりました。 

 それから、この奨学金、２０９ページかな、これ、いつも、これ、貸出しになっ

ているんですけど、これ、もう給付で返還してもらわなくていいというシステムに

したらどうかって前も話があったと思うんですけれども、これについては、どう考

えられていますか。 

○柳田教育総務課長  この奨学金のお話になるときに、議会からも、また、他市

町でも給付型が増えてきておるということで、私ども教育委員会のほうとしても理

解はさせていただいております。この制度も相当前からずっと続いてきておるよう

な状況でございますので、また改革といいますか、いろいろな事業を新たに組立て

をしていかなくてはいけない時期なのかなというふうにも考えておりますので、他

市町の状況であるとか、今まで奨学金を借りていただいた方、これから借りようと

している方等の状況も踏まえた上で、給付型というものは、なかなか今の現状、難

しいところもあるかとは思いますが、制度的に新たな組立てのほうを今後考えてま

いりたいと考えております。 

○中村（レ）委員  これって、今まで借りた人の全額で幾ら残っているんですか。 

○柳田教育総務課長  現在、これから償還していただく、お返しいただく金額と

いたしましては、全体で、今、もう既に貸与中も含めまして、２,２７１万５,００

０円あるということです。 

○中村（レ）委員  ２,２００万やったら、今まで借りている人も免除して、今か

ら借りる……。借りるじゃなくて、もう貸与で、もうあげてしまうぐらいのその少

子化対策というのか……。今、貧困率の話で２５％って言われる中で、もう人の教

育しか、最終、残らへんと思うんですよ。産業じゃなくて、人をどう育てて、その

人がどう納税してくれるかということが大事になってくるのに、お金がないから教

育が受けられへんから、最終、また同じような負のスパイラルに陥るということだ
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けは絶対やめていただきたいので、これ、２,０００万で今まで借りた人と不公平

になるとかやから今から無償化できへんのやったら、もう返してしまった人にはも

うごめんなさいやけれども、今、もう借りている途中の人に対しても、すごい負担

がきっと、学校出て借金をおいねて働くのは大変やろうから、そこもちょっともう、

対策できへんようなお金の金額じゃないと思うもんで、ぜひ予算計上をしていただ

きたいなと思います。 

○柳田教育総務課長  先ほど、私ども話させていただいたとおり、この奨学金制

度に関しましては、少子化であるとか地域の活性化含めて、何らかの改革をしてい

かなくてはならないなというふうには考えております。 

 ただ、一方で、現在、既に借りていただいておる方の要件と、新たに今度給付に

なりますと、その所得要件なども変わってまいりますので、そういったところを十

分に協議した上で、また今後考えてまいりたいと思います。 

○中村（レ）委員  続いて、実績報告書の９４ページの、これ、すごいいい取組

されていると思うんですけれども、漢字検定とその英検の受験率……。そやから、

クラスが何人おって、何人受けて、合格者のパーセントというのを教えていただけ

ますか。 

○西川教育総務課主幹兼係長  失礼します。この漢字検定につきましては、小学

校６年生が実施していて、５級に挑戦している状況です。そのレベルとしては、小

学校６年生履修したレベルということで、英語検定のほうは、中２が、中学校２年

生が実施していて、４級に挑戦しているというところです。 

 ごめんなさい。そして、実施人数でございますが、小学校のほうは受験者数が１

００名でございます。合格率につきましては約６割になります。そして、中学校の

英語検定のほうなんですが、これは受験者８４名受験しておりまして、大体合格は

７割程度ということでございます。 

 以上です。 

○中村（レ）委員  これ、こういうふうな固定をされずに、例えば、今、この漢

字検定５級というのは２年生程度っておっしゃいましたっけ……。 

 ちょっと聞いて。 

○西川教育総務課主幹兼係長  漢字検定は、小学校６年生が実施し５級に挑戦な

んですが、これは小学校６年生で履修した漢字となります。 

○中村（レ）委員  例えば、１年生でも２年生でも何級からでも受けられて、そ

れが、どんどんと等級を上げて受けていけるような制度にされる予定はないですか。
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この６年生で６年生を６割、漢字検定が受かるんじゃなくて、何年生でも、その何

級まででも取れるというようなシステムにされたほうが、その級が上がっていくと

いう面白みがあって、きっと識字率というのかその漢字の力も上がっていくし、英

語にしてもそうやと思うんですけれども、何年生でどれを受けさすんじゃなくて、

何年生でも何級でも受けられるという予算を取っていただきたいと思うんですけど、

いかがでしょうか。 

 教育長。 

○柳田教育総務課長  すみません、今回の説明させていただきました英検、漢検

に関しましては、一つは、確かに、５級を取る、２級を取っていくというのは、や

はり合格するというところも目標の一つであるものの、やはりその学習習慣をつけ

ていくというところを大変重く受け止めています。そういった部分で行くと、委員

おっしゃられるとおり、学年にとらわれずに、それを取っていきたいと思う子が、

それに向かって頑張って勉強していくという気づきになるという部分もありますの

で、今後、また、教育委員会内で予算の検討を含めて考えさせていただきたいと思

います。 

○仲委員長  教育長、何か発言あります。どうぞ。いいですか。 

 他にございませんか。 

○岩澤委員  実績報告書の９２ページ、先ほど中村委員がおっしゃったことと重

なる部分があるんですけれども、奨学金貸付事業の部分なんですけれども、県が行

っている奨学金の補助というか、三重県に住めば幾ら補助しますというのがあると

思うんですけれども、尾鷲のほうでも独自に、例えば、尾鷲に帰ってきて何年定住

した方にはもう給付にするとか、何かそういった形で、ただ給付をするという形で

はなくて、尾鷲に住んでいただいた方には奨学金を何かしら補助するという形は、

今後、取り組まれますか。 

○柳田教育総務課長  免除制度につきましては現在も実はございまして、５年間

尾鷲に住んでいただいた後に免除という形で、一応、平成１７年から制度のほうが

確立しております。また、そこら辺、そこの制度に関しましては、前回から、前回、

前々回も、なかなか御利用していただくＰＲがまだ足らんのじゃないかというよう

なお話もありますので、商工観光課などが実施いたします就職セミナーなどの際に

は、そういった免除制度もあるんだよというのを学生たちにも知っていただくよう

な手続も現在進んでおるところでございます。 

○仲委員長  岩澤委員、いいですか。 
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○岩澤委員  もう一つお願いいたします。 

 実績報告書の９３ページ、ふるさと教育支援事業に関してなんですけれども、地

元の魅力、地域の文化産業、見識を広め、将来の尾鷲のあるべき姿について考える

とあるんですけれども、こちらのほう、仕事だったり、食べ物、食だったり、体験

ということを主に行っているんですけれども、これを通じて、この目的というか、

最終的には尾鷲に帰ってくるということを目的にやられているような事業という理

解でよろしいでしょうか。 

○柳田教育総務課長  委員おっしゃられるとおり、やはりその地域を知るという

ことは子供のこの時期にとって大変重要なことだと考えております。賀田町ではト

チの森のトチ餅作りであるとか、向井に行けば虎の尾の見学体験会であるとか、そ

ういったことを知った上で、また、そこで学習して自尊感情をそこで醸成する形に

なると思います。その先に尾鷲に帰ってくるという気づきにも、こういったふるさ

と教育はなるかと思いますし、その自尊感情を高めることで、地域外へ行ったとき

もグローバルに活躍できるような人材を育てていこうというのがこのふるさと支援

教育の教育支援の事業の一つの目標になっております。 

○仲委員長  よろしいですか。 

 他に。 

○小川委員  先ほどの奨学金について、ちょっと関連したことで。現在、国のほ

うの制度で代理返還制度というのがございますが、企業に対してのＰＲとかは、や

っておりますか。 

○柳田教育総務課長  代理返還制度、確かにそういう制度があって、なおかつ、

尾鷲の尾鷲市のこの奨学金を御利用された方の中にも、残念ながら地域外の企業さ

んですけれども、この返還制度のほうを御利用されておるところもあります。 

 一方で、委員御質問の地域内の企業様に対してのちょっとＰＲというものがなか

なかうまく行っていないような状況ですので、今後、進んで何らかの形で地域の事

業者の中の皆様に、こういうような事業があるよというようなＰＲのほうを進めて

まいりたいと考えます。 

○小川委員  ぜひ、その企業、雇っていただけるような企業を回って、その代理

返還制度ってあれですよね、企業に対しては税の控除をしてもらえるから何の痛み

もない、また、そして、就職した方も所得の対象にならないということで、両方い

いんですよね、一番いい支援制度だなと思うんですけど、もっともっとＰＲしたほ

うがいいんじゃないかと思うんですけど、いかがですか。 
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○柳田教育総務課長  学生にとっては、社会に出て一歩目のところでの経済負担

の軽減ということもありますし、企業としては、長期的に人材を確保できるという

ことであったり企業イメージのアップ、また、今、委員おっしゃられたとおり税制

優遇等などもございますもので、そういったところ、例えば、企業さんと連携する

ような事業があれば、私ども教育委員会もそこへ出ていって、こういったこともあ

りますよというような説明もできればなというふうに考えていますので、よろしく

お願いします。 

○小川委員  そうすることによって、学校を出た方、尾鷲へ帰ってくる、帰って

こようかなという方も増えてくるかも分かりませんので、ぜひやってください。 

○仲委員長  他にございませんか。 

○中村（レ）委員  ９３ページの関連なんですけれども、ふるさと教育という中

で、今後、ＡＩが、すごく、もうすごいスピードで発達していった中で、最終、残

るのは手に職を持った職人さんというのが、もう本当に、今、おれへんようになっ

てくるんですけれども。大企業に研修に行って学ばれるのもいいんですけれども、

今までの本当に今後必要とされる職業というのは、お勉強ができるその事務的な能

力の高い人ではなく、本当にその現場で何かがつくり上げられる人というのが今後

きっと重宝されていく世の中に変わっていってしまうと思うんですよ。そういうと

ころも、教育として、すごくもう変革を求められるときやと思うんです。それやか

ら、そこらも、今までどおりの教育ではなく、本当にその子供たちが一生食べてい

けるというふうなところにももうちょっと目を向けていただけたらありがたいんで

すけれども。 

○柳田教育総務課長  現在も地域の事業者の皆様にお願いをして、水産業であっ

たり、林業であったり、農業であったりというところの体験、見学のほうをさせて

いただいております。 

 教育委員会としても、このふるさと教育は、地域に残っていただく一つの手だて

でもあると考えておりますし、子供たちが育つ段階で特に重要な事業だと考えてお

ります。なかなかそれがすぐに職業の就職につながるというところはなかなか難し

いかとは思いますけれども、そういった部分も一つこの事業の中に要素として加え

て、さらに、今後、このふるさと学習のほうを進めてまいりたいと考えています。 

○中村（レ）委員  今、言われた一次産業というのもすごい大事やし、山を育て

るということも大事なんですけれども、職人さんという一次産業じゃないプロです

よね、本当にその技能者、技能１級を持っているような人たちが、まだこの地域に
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は最後残っているので、そこのところも、一次産業と同じようにすごい大事、今か

ら大事になってくる職業やと思うので、ぜひ目を向けて、その最後に残った人たち

に子供たちが本物を見て教えを請うというところをしていっていただきたいなと思

います。 

○仲委員長  他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  なしということで、教育総務課の審査を終わります。御苦労さまで

した。 

 引き続き、生涯学習課、御説明ください。 

○山中生涯学習課長  生涯学習課でございます。よろしくお願いをいたします。 

 議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

生涯学習課に係る決算につきまして、決算書を基に主要施策の成果及び実績報告書

にて御説明をいたします。 

 通知をいたします。決算書の２１８、２１９ページを御覧ください。 

 ９款教育費、４項社会教育費です。予算現額１億７,５３３万９,０００円に対し、

支出済額１億６,７５６万４,０１２円、不用額７７７万４,９８８円です。 

 １目社会教育総務費、予算現額５,５０５万８,０００円に対し、支出済額５,３

６９万３,０２３円、不用額１３６万４,９７７円です。 

 人件費につきましては、総務課より説明が行われておりますので割愛をさせてい

ただきます。 

 支出の主なものといたしましては、次ページ、２２０、２２１ページになります、

７節報償費１６１万６,０００円で、このうち１４０万８,１００円は、放課後子ど

も教室推進事業、いきいき尾鷲っ子のコーディネーターや講師等に係る報償費で、

記念品代他は、第２回二十歳のつどいに係る記念品でございます。 

 １３節使用料及び賃借料４３万４,２３８円のうち、文化会館使用料２３万９,８

５０円は、二十歳のつどい開催に係る使用料です。 

 それでは、子育てを支え合う環境づくり事業、放課後子ども推進事業につきまし

て、課長補佐の丸田より説明をいたさせます。 

○丸田生涯学習課長補佐兼係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の９

５ページを御覧ください。通知いたします。 

 まず、子育てを支えあう環境づくり事業について御説明いたします。 

 本事業は、地域における子供支援に関わる団体や地元事業者などとの連携の下、
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本市ならではの特色を生かした地域ぐるみの子育て支援として、子育て世帯が親子

で楽しめるイベント、子育てＨＡＰＰＹＤＡＹを開催するものでございます。昨年

度は、悪天のため一つのイベントが翌年度に延期になったため二つのイベントを開

催し、中央公民館をお化け屋敷化した夏休みホラーナイト＆ハッピーナイトに２４

４人、地域のお仕事を体験するハッピーワーク ｉｎ にゃんにゃん王国に１９５

人の参加がありました。 

 事業費は１３万６,０００円で、全て一般財源でございます。 

 続きまして、９７ページを御覧ください。 

 放課後子ども教室推進事業について御説明いたします。 

 本事業は、放課後等における子供たちの安全で健やかな居場所づくりを進めると

ともに、本市の自然や文化に触れながら様々な講座を実施することにより、学校外

での学習を深める機会を創出し、子供たちの自ら考える力、豊かな心を育てるもの

でございます。 

 事業内容としましては、企画運営に当たるコーディネーターを配置し、小学生を

対象に、土曜日や夏休みなどに地域の方々が講師となり、自然文化体験や工作など、

様々な講座を実施しております。昨年度は計３６講座６５回開催し、１,３３６人

の子供たちが参加いたしました。 

 事業費は１７１万８,０００円で、財源内訳は、県支出金として、放課後子ども

教室推進事業補助金が１１４万５,０００円、一般財源は５７万３,０００円でござ

います。 

 説明は以上でございます。 

○山中生涯学習課長  通知をいたします。決算書の２２０、２２１ページにお戻

りください。 

 次に、２目公民館費です。予算現額２,３４４万９,０００円に対しまして、支出

済額２,０２８万３,２４２円、不用額３１６万５,７５８円です。支出の主なもの

といたしましては、次ページ、２２２、２２３ページを御覧ください、１０節需用

費６９２万３,６７４円のうち、中央公民館等の光熱水費として５９９万３,２３０

円、修繕料４５万７６円は、中央公民館和室照明修繕や消防設備修繕などでござい

ます。不用額２５９万４,３２６円は、中央公民館の光熱水費が見込みを下回った

ためです。 

 １２節委託料は６０４万７２０円で、主なものは、中央公民館警備業務委託料３

７４万円です。 
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 それでは、公民館事業につきまして、課長補佐の丸田より説明いたします。 

○丸田生涯学習課長補佐兼係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の９

８ページを御覧ください。通知いたします。 

 公民館講座について御説明いたします。 

 本事業は、生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行い、市民の

教養の向上、健康増進などを図り、生活文化の振興、社会福祉の増進に寄与するた

めの事業でございます。 

 事業内容としましては、定期講座として９講座・３サークルに延べ１,７０１人

が受講し、活動の発表の場として、中央公民館文化祭に４１０人、市民文化展に１,

０１４人が来場されました。 

 市民ニーズに応じるため、夜ヨガ教室、資産運用講座、スマートフォン講座を開

催、また、家庭教育支援講座として、親子・家族で一緒に参加するマッサージや料

理作り、地域資源である文化財について学ぶ連続講座「市民大学」を開催し、新た

な利用者の参加を目指すとともに、市民の生涯学習の機会の創出を図りました。 

 事業費は５２万７,０００円で、財源内訳は、国庫支出金、情報通信技術講習事

業費補助金が２万円、その他特定財源として、ふるさと応援基金繰入金が３０万７,

０００円、生涯学習社会づくり支援事業助成金が２０万円でございます。 

 説明は以上でございます。 

○山中生涯学習課長  通知をいたします。決算書の２２４、２２５ページを御覧

ください。 

 ３目天文科学館費です。予算現額５２８万８,０００円に対しまして、支出済額

４９３万９,８９５円、不用額３４万８,１０５円です。支出の主なものといたしま

しては、１０節需用費４９万９,１６１円で、主なものは、天文科学館の光熱水費

３１万２,０３７円です。 

 次に、４目図書館費でございます。予算現額２,５１８万５,０００円に対しまし

て、支出済額２,４５６万８,３７３円、不用額６１万６,６２７円です。 

 次ページ、２２６、２２７ページを御覧ください。 

 支出の主なものといたしましては、１３節使用料及び賃借料１６１万９,９０２

円のうち、図書館システム使用料１２８万４,３６０円などです。 

 １７節備品購入費２６４万６,９４０円は、一般向け１,０５５冊、児童向け３９

６冊、コミュニティーセンター分６６冊の図書の購入費です。 

 次に、５目文化財保護費です。予算現額２３５万３,０００円に対しまして、支
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出済額７７万４,０８６円、不用額１５７万８,９１４円です。支出の主なものとい

たしまして、次ページ、２２８、２２９ページを御覧ください、１０節需用費２５

万７,４７２円のうち、修繕料２２万７,７００円は、熊野古道馬越峠の道標取替修

繕料などです。 

 ２１節補償、補填及び賠償金における不用額１００万円は、熊野古道周辺の森林

施業者に対する熊野古道歩行者の安全確保のために要する際の経費の補塡費の支給

がなかったためでございます。 

 次に、６目郷土室費です。予算現額７８３万９,０００に対しまして、支出済額

７７３万７,３４５円で、不用額は１０万１,６５５円です。支出の主なものといた

しましては、１２節委託料１１４万９,５００円は、尾鷲大庄屋文書等の貴重な文

書などの文化財を害虫などから守るための燻蒸作業の委託料です。 

 次に、７目少年センター費でございます。予算現額４９８万４,０００円に対し

まして、支出済額４６５万９,１８８円で、不用額３２万４,８１２円です。 

 次ページ、２３０、１３１ページを御覧ください。 

 支出の主なものといたしましては、１８節負担金、補助及び交付金４０万６,７

６２円は、尾鷲市少年指導員の会への青少年非行防止活動事業補助金、青少年育成

町民会議５団体への青少年育成地域活動事業補助金、地域間交流活動推進事業補助

金は、尾鷲市青少年育成市民会議への補助金となっており、関係機関と連携した啓

発活動の取組や、少年センター職員によるパトロール巡回などを実施しております。 

 次に、８目文化会館費です。予算現額５,１１８万３,０００円に対しまして、支

出済額５,０９０万８,８６０円で、不用額は２７万４,１４０円です。支出の主な

ものといたしまして、１０節需用費、修繕料６２９万９,１６０円で、台風７号に

より破損したカーテンウォールや経年劣化による空調設備の修繕等でございます。 

 １２節委託料４,４５７万４,５００円は、公益財団法人尾鷲文化振興会に委託し

ている尾鷲市民文化会館の指定管理料ほかです。 

 続きまして、５項保健体育費でございます。予算現額２億１,１２５万５,０００

円に対し、支出済額１億４,９９６万７,３５４円、繰越明許費５,８７４万５,００

０円、不用額２５４万２,６４６円です。繰越明許費５,８７４万５,０００円は、

令和６年第１回定例会にて繰越しをお認めいただいた国市浜公園整備に伴う工事請

負費で、不用額は２５４万２,６４６円です。 

 １目保健体育総務費、予算現額２,６８０万５,０００円に対し、支出済額２,５

５８万５,８４２円、不用額１２１万９,１５８円です。 
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 次ページ、２３２、２３３ページを御覧ください。 

 支出の主なものといたしましては、１２節委託料７０万円は、尾鷲市スポーツ協

会への美し国三重市町対抗駅伝参加事業委託料です。 

 １８節負担金、補助及び交付金５５０万３,２０９円の主なものは、成年スポー

ツ活動事業補助金は、尾鷲市スポーツ協会への、少年スポーツ活動事業補助金は、

尾鷲市スポーツ少年団への活動補助金です。 

 他市町公営プール利用補助金４５０万６,０７０円は、紀北町、大紀町、熊野市

にあるプールに対し、市民の利用者に対する補助金であり、昨年度は延べ１ ,５８

３人、１万１,８７４件の利用があり、令和４年度１,４２７人に比べ約１１％の増

加となっております。不用額９５万７,７９１円につきましては、スポーツ大会へ

の参加自粛及び他市町公営プールの利用が見込みを下回ったためです。 

 続きまして、２目運動場管理費、予算現額１億７,８００万６,０００円に対しま

して、支出済額１億１,８６６万２,５４９円、繰越明許費５,８７４万５,０００円、

不用額は６５万２,４５１円です。支出の主なものといたしましては、１２節委託

料８,３０６万８,６００円は、次ページ、２３４、２３５ページを御覧ください、

国市浜公園に係る避難路概略検討業務委託料９７９万７,７００円、野球場と市営

グラウンドの施設管理や除草、トイレなどの運動場施設管理業務委託料１８７万円、

設計等業務委託料６０５万９,９００円は、市営野球場解体に係る業務委託です。

設計等業務委託料（繰越明許費）６,５３４万１,０００円は、国市浜公園整備に係

る業務委託です。 

 １４節工事請負費３,３３４万円は、工事請負費２,２２５万５,０００円及び工

事請負費（繰越明許費）１,１０８万５,０００円は、ともに国市浜公園野球場造成

工事です。 

 次に、３目体育文化会館管理費でございます。予算現額６３９万円に対しまして、

支出済額５７１万８,９６３円で、不用額は６７万１,０３７円です。支出の主なも

のといたしましては、１０節需用費２７０万３,１０３円は、庁舎別館の光熱水費

１８８万３,９９５円及び修繕料７４万２,１７０円は、体育文化会館北側フェンス

修繕や庁舎別館女子トイレ修繕などです。また、不用額５７万８,８９７円は、体

育文化会館の閉館により光熱水費が見込みを下回ったためです。 

 １２節委託料２４６万２,４６０円は、体育文化会館警備業務委託料２２０万円

などです。 

 議案第５２号、令和５年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、



－４７－ 

生涯学習課に係る説明は以上でございます。よろしく御審議賜り、御承認いただき

ますよう、お願い申し上げます。 

○仲委員長  以上が生涯学習課の決算審査の説明であります。 

 質疑はございますか。 

○中村（レ）委員  ２２７ページの文化財保護費で不用額が１５７万８,０００円

ぐらい出ているんですけれども、これの修理費が八鬼山の何かだけって、２２万７,

０００円、言われたんですけれども、これ、商工観光課でも言ったんですけれども、

熊野古道の別に八鬼山じゃなくて全域、世界遺産になっていようがなっていまいが、

熊野古道って、ぶつ切りではないんですよ。それの中で整備がされていないところ

がいっぱいあるにもかかわらず、八鬼山とかその登録されていないことを理由に全

然その整備されていないのが現状なんですけれども、文化財に対して、吉宗の松も

文化財やろうし、いろいろなものがあるんやけど、ちゃんと守られていっていない

んですよ。だから、今までも、その予算が残っているにもかかわらず、ちゃんと適

正に届けられていないという現状があるのを、もうちょっと、これ、どないかでき

へんのですかね。 

○山中生涯学習課長  修繕等につきましては、熊野古道に関わらず、熊野古道も

そうなんですが、極力、職員のほうが見て回ったりとか、修繕が可能なものに関し

ては、やっております。 

 ただ、委員おっしゃられるように、熊野古道以外のものに関しても、文化財登録

をしているものであれば、うちとしては、当然、修繕なり何らかの守るという手は

ずは取っていく必要はあると思います。今年につきましても、先ほどおっしゃられ

た吉宗の松のほうも地区のほうから要望もあり、職員のほうでネットフェンスで囲

って、外国の方を中心とした方がいたずら等をしないようにというような対応をさ

せていただきました。それ以外の文化財についても、できる限り守っていく、後世

に伝えていくという手はずを取っていくようにしていきたいというふうに考えてお

ります。 

○中村（レ）委員  そう、あの松に関しても、もう何年越しで、やっと今年して

いただいたんですけれども、この地域ね、文化財になるものが、尾鷲の土井邸もそ

うなんですけれど、いっぱいあるんですよ、九鬼の町並みもそうですし。今後、文

化財登録を本当にしていくことによって、この町のその魅力の発信になっていくと

思うんですけれども、文化財登録に対する予算というのを必ず上げていただきたい

んですよ。文化財にするための予算です。次回、来年度、よろしくお願いします。 



－４８－ 

○山中生涯学習課長  現在、検討している文化財等もございますので、その点は、

また財政当局とも話をしながら進めていきたいというふうに考えます。 

○丸田生涯学習課長補佐兼係長  文化財登録につきましては、まず、市の文化財

を目指すことになるんですけれども、文化財調査委員会というのがございまして、

そこの中で会議をして、次に登録するのはここがいいんじゃないかって話が出たら

一緒にパトロールとかもして、今年も何回かしておりますので、委員さん、おっし

ゃられたような形で、新たな文化財登録を目指していければなと思って考えており

ます。よろしくお願いします。 

○仲委員長  他にございませんか。生涯学習課、ないですね。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  ないということで、生涯学習課……。 

○南委員  ごめんなさい。すみません、２３５ページの体育文化会館のことなん

ですけれども、これ、今回の体育文化会館の委託料の業務委託料というのは、これ、

体育館は、あれですね、２３年の２月の８日から一応使用停止になったということ

で、この減、これは使用したときのあれですよね、これ。それだけ確認したいだけ。 

○山中生涯学習課長  ここにつきましては、体育文化会館、教育委員会が入って

おります庁舎別館も含めての光熱水費……。 

 光熱水費のところでよろしいですか、委託料ですか。 

○南委員  はい。 

 そうすると、これ、体育館を閉鎖されたのは２３年の２月の８日でしたよね。と

いうことは、２３年ということは令和５年やね。 

○仲委員長  そうですね。 

○南委員  ５年ということは、それも含めて入っておるということなんね。 

○森下生涯学習課参事  すみません、南委員、お伺いになっている委託料のとこ

ろかと思うんですけれども、こちらにつきましては、体育館は閉鎖になっているん

ですけれども、庁舎の別館も同時に警備等を行っていますので、その分の委託料と

いう形になっております。 

○南委員  僕の聞き方が悪いんか分からん。当然、この分のときの体育館の警備

の分も、現実に使用された体育館の分も入っているということでしょう。令和５年

度の……。あれ、２月の８日が閉鎖やもんで。そうじゃないんですか。もう閉鎖中

やったんですか、これ。 

○森下生涯学習課参事  令和５年の２月から閉鎖ですので。 



－４９－ 

○南委員  閉鎖中やったんやね。 

○森下生涯学習課参事  はい、５年度は閉鎖中になっております。 

○南委員  そういうことで、１年以上がもう閉鎖されておるということなんやけ

れども、かなりの方が御利用されておった体育館ですので、その後、利用されてお

った市民から不満やとかその不備の声というのは現在は届いていないんですか。僕

もあまり聞いていないものですから、そういった利用者の声。 

○森下生涯学習課参事  確かに、御利用者の方には御迷惑かけておりまして、市

内の各学校の放課後の開放ですとか、あと、コミュニティセンターを使っていただ

いたりとか、中央公民館の講堂を使っていただいたりとかして御不便はかけている

んですけれども、ある一定の御理解をいただきながら、今現在、スポーツに関して

行っていただいているという状況です。 

○南委員  分かりました。 

○仲委員長  よろしいですか。 

○南委員  はい。 

○仲委員長  他に質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○仲委員長  なしということで、これで生涯学習課の審査を終了いたします。 

 教育委員会の全部、終了いたしました。御苦労さまでした。 

 本日の会議はこれで閉会といたします。 

 明日午前１０時から再開いたしますので、よろしくお願いをいたします。 

（午後 １時４０分 閉会） 


